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＼ヽ

待望の

道野尾橋が竣工

地域の人たちから夢のかけ橋として待ち望まれていた道野尾橋が竣工し、 3月29日通

りぞめの式典が盛大に行われました。

この橋は長さ118.8m、幅5.75m（内、歩道1.0m）、工事費 2億 6千4百万円で完成しま

した。

道野尾側と対岸の鳥首は、いままで赤岩橋または坊屋敷橋経由でしか渡ることが出来

ませんでしたが、この画期的な架橋により最短距離で結ばれました。

〔写真：神官を先頭に親・子・孫三代夫婦2組 （大野家・出水家）が渡り初め〕
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町民のうごき

人 口 3,686人 (-31) 

男 1.7 9 6人(-1 5) 

女 1,890人(-1 6) 

世帯数 1,039羅 (-10)
£ 

（昭和臼年3月31日現在）



領以い領｝ 匈 a 厨忌(2)

（
部
会
長

は
じ
め
に

農
林
業
が
不
振
で
あ
る
こ
と
も
、

肱
川
町
が
人
口
減
少
の
た
め
過
疎
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
皆
ん
な
が
知
っ
て

い
る
。
栗
が
、
早
生
種
を
植
え
、
縮
間

伐
、
剪
定
に
よ
る
低
樹
高
栽
培
、
肥
培

管
理
と
消
毒
を
す
れ
ば
金
に
な
る
こ

と
を
皆
ん
な
が
知
っ
て
い
る
。
椎
た

け
が
適
期
に
切
っ
た
楕
木
を
使
い
、

適
期
に
植
茜
、
楕
場
も
、
日
当
り
、
水

分
が
適
度
に
あ
り
、
さ
わ
や
か
な
楕

場
に
し
て
、
椎
た
け
が
芽
を
切
っ
た

ら
良
く
観
察
（
見
回
り
）
し
て
、
適

期
に
と
っ
て
乾
燥
、
資
の
良
い
も
の

が
出
来
れ
ば
良
い
金
に
な
る
こ
と
を

皆
ん
な
が
知
っ
て
い
る
。
そ
し
て
キ
ュ

ウ
リ
位
手
を
か
け
れ
ば
何
ん
で
も
金

に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

皆
ん
な
は
金
が
な
い
。
と
言
っ
て
は

嘆
き
、
農
林
業
か
ら
離
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
農
林

業
の
良
さ
を
吹
聴
し
金
が
と
れ
れ
ば

兵
頭

f
 

主

幹

作

目

部

会

-
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
の
研
究
機
関
「
ひ
じ
か
わ
お
こ
し

研
究
会
」
の
全
体
会
を
、
三
月
二
十
三
日
公
民
館
に
二
十
八
名
が
出
席
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
、
四
部
会
か
ら
中
間
報
告
さ
れ
た
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
研
究
会
は
今
年
度
も
継
続
し
て
、
提
案
や
問
題
提
起
に
も
と
ず

く
研
究
討
議
を
か
さ
ね
、
六
十
四
年
二
月
頃
に
最
終
報
告
を
と
り
ま
と
め
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

達
行
さ
ん
）

と
未
練
を
表
わ
す
。

栗
で
も
椎
た
け
で
も
金
に
な
る
こ

と
を
知
り
な
が
ら
、
今
一
歩
の
所
で

足
踏
み
を
す
る
。
そ
れ
を
「
や
ら
な

い
の
だ
」
「
や
れ
な
い
の
だ
」
と
世

論
は
厳
し
い
。
主
幹
作
目
部
会
で
は

町
の
換
金
作
目
の
一
、
二
位
を
争
う

栗
と
椎
た
け
を
テ
ー
マ
に
、
「
や
ら

な
い
」
の
か
、
「
や
れ
な
い
」
の
か

を
追
求
し
、
「
金
の
と
れ
る
農
業
」

を
模
索
し
て
い
る
。

く
り
の
問
題
点
と
し
て
、
①
価

格
が
二
十
年
前
と
変
ら
な
い
②
生

産
者
の
高
齢
化
③
栗
を
主
幹
作
目

と
位
置
づ
け
る
農
家
の
減
少
④
栗

栽
培
技
術
の
高
度
化
⑤
現
金
収
入

を
求
め
て
転
作
、
転
業
の
増
加

振
興
策
と
し
て
、
①
指
導
・
補
助

対
策
農
家
の
再
検
討
②
作
業
道
路

の
整
備
③
共
同
防
除
実
施
の
研
究

④
専
門
指
導
員
の
配
置
⑤
集
荷

体
制
の
見
直
し

椎
茸
の
問
題
点
と
し
て
、
①
農
家

間
に
お
け
る
収
呈
・
品
質
格
差
②

甚
本
技
術
の
習
得
不
足
③
販
売
単
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価
で
植
茜
が
増
減
し
生
産
量
に
波
を

生
じ
る
④
ほ
だ
場
が
暗
い
（
杉
山

等
が
多
く
、
し
か
も
他
人
の
山
で
手

入
れ
が
で
ぎ
な
い
）
⑤
ま
だ
量
本

位
の
生
産
者
が
多
い
⑥
小
口
生
産

者
が
多
い
。
振
興
策
と
し
て
、
①

一
時
的
な
高
値
を
追
わ
な
い
②
技

術
指
導
に
ビ
デ
オ
を
活
用
③
肱
川

町
が
生
産
適
地
で
あ
る
こ
と
の
再
認

識
④
大
口
生
産
者
育
成
の
施
策

⑤
借
り
ほ
だ
場
は
適
正
管
理
に
つ
い

て
十
分
話
し
合
う
⑥
経
営
診
断
の

継
続
。今

後
の
問
題
点
と
し
て
、
主
幹
作

目
と
言
っ
て
も
、
高
齢
化
、
低
価
格
、

地
形
的
な
悪
条
件
の
中
で
は
問
題
点

も
多
い
。
全
て
の
作
目
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
、
生
産
技
術
等
に
つ
い

て
感
覚
的
に
は
判
っ
て
い
る
が
実
行

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

部
会
で
は
問
題
点
、
振
興
等
に
つ
い

て
議
論
を
重
ね
て
い
る
が
、
こ
の
振

興
策
で
事
足
れ
り
と
い
う
こ
と
で
も

な
く
、
い
か
に
実
行
で
ぎ
る
方
向
を

見
出
せ
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
さ
ら

に
一
年
間
、
煮
つ
め
て
み
た
い
。

（
部
会
長

．冨
永
新
一
さ
ん
）

一
、
部
会
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て

一
観
光
資
源
の
見
直
し

①
町
内
の
資
源
を
視
点
を
変
え
て
見

直
す
必
要
が
あ
る
②
河
川
の
活
用

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
③
肱
川
町

に
住
み
な
が
ら
町
内
を
知
ら
な
い
所

が
多
い
④
現
存
す
る
観
光
資
源
の

現
地
調
査
を
実
施
す
る

二
都
市
と
の
交
流

①
受
入
れ
体
制
の
整
備
と
と
も
に
、

当
方
か
ら
出
て
行
く
こ
と
も
検
討
す

ベ
ぎ
で
あ
る
②
交
流
相
手
も
さ
ら

に
堀
り
お
こ
す
必
要
が
あ
る

―
―
―
特
別
町
民
制
度
の
あ
り
方

①
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

生
ぎ
残
る
た
め
の
研
究
が
必
要
で
あ

る
②
特
別
町
民
と
一
般
住
民
の
ふ

れ
あ
い
が
な
い
。
特
別
町
民
と
の
交

流
を
積
極
的
に
行
え
ば
、
花
嫁
対
策

と
し
て
の
効
果
も
期
待
で
ぎ
る

四
イ
ベ
ソ
ト
に
つ
い
て

①
特
色
あ
る
イ
ベ
ソ
ト
が
な
い

②
肱
川
ま
つ
り
（
郷
士
芸
能
等
を
町

を
挙
げ
て
実
施
）
を
定
着
さ
せ
る
べ

ぎ
で
あ
る
③
夏
ま
つ
り
、
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
は
エ
夫
が
必
要
で
あ
る

④
風
お
こ
し
大
会
は
初
回
で
あ
り
成

功
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い

―
-
、
部
会
の
研
究
内
容
に
つ
い
て

①
河
辺
川
ダ
ム
は
、
町
づ
く
り
に
大

ぎ
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
が
、
現
時

点
で
は
切
離
し
て
考
え
る
②
物
づ

く
り
、
即
町
づ
く
り
で
は
な
い
。
ソ

商

工

観

光

部

会

三
月
二
十
九
日
、
待
望

の
道
野
橋
竣
工
。
永
年
の

願
望
が
実
っ
て
誠
に
よ
ろ

こ
ば
し
い
。
農
道
橋
で
は

県
下
最
長
の
橋
で
、
農
林

業
、
地
域
振
興
、
交
流
に

大
き
な
役
割
を
果
す
で
あ
ろ
う
。
正

山
小
鼓
笛
隊
、
三
代
夫
婦
の
渡
り
初

め
、
道
野
尾
獅
子
、
散
餅
と
祝
賀
ム
ー

ド
は
地
域
一
杯
に
広
が
っ
た
。

獅
子
の
こ
と
は
町
誌
に
詳
し
い
が
、

四
国
に
他
に
な
い
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
独
得
な
風
格
が
あ
り
、
子
芸
は

健
康
な
笑
い
を
さ
そ
う
。
す
ば
ら
し

い
も
の
だ
が
、
残
念
、
保
存
会
が
二

十
年
以
上
も
休
眠
状
態
で
あ
っ
た
。

橋
を
機
に
再
興
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
、
今
回
の
祝
舞
と
な
っ
た
。
風
お

こ
し
は
カ
ネ
の

こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
。
地
域
活
性
化
が
風
お
こ
し
で
あ

る。

「
風
の
一
座
」

「
風
月
太
鼓
」

な
ど
も
結
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

豊
か
な
文
化
の
風
が
お
こ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

獅
子
舞
は
「
ね
や
お
こ
し
」
で
、

獨
子
が
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
起
ぎ

て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ

し
て
乱
舞
に
至
る
。

風
に
八
風
あ
り

風
に
従
い
、
虫
出
で
、
花
開
く

躍
動
の
町
風
を
つ
く
ろ
う（

町
長
）
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(3)領以い頒 匈 a} 疇昏

公民館で開かれた全体会

フ
ト
面
が
必
要
で
あ
る
。
③
当
町

に
と
っ
て
水
や
川
は
大
ぎ
な
資
源
で

あ
る
。
河
川
の
水
質
浄
化
、
ダ
ム
の

水
の
浄
化
方
法
の
研
究
、

河
辺
川
の

放
流
等
、
可
能
性
は
別
と
し
て
研
究

す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
④
観

光
資
源
、
施
設
の
管
理
は
、
行
政
依

存
で
な
く
住
民
が
分
担
し
て
行
う
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

三
、
観
光
資
源
の
現
地
踏
査
実
施

一
実
施
場
所
大
駄
馬
周
辺
、

過
疎
林
道
、
竜
王
山
、
猿
ケ
滝
公
園

（
検
討
会
及
ぴ
部
会
よ
り
）

①
当
面
、
大
駄
馬
周
辺
と
過
疎
林
道

沿
線
に
紋
っ
て
研
究
す
る
②
鹿
野

川
園
地
の
修
景
林
の
間
伐
を
実
施
す

る
③
町
内
城
跡
巡
り
の

一
還
と
し

て
、
月
の
尾
城
跡
の
開
発
計
画
（
展

望
用
砦
の
整
備
等
）
を
研
究
す
る

④
茶
堂
の
復
元
、
道
標
の
設
置
等
も

含
め
て
研
究
す
る
⑤
城
跡
の
現
地

調
査
、
伝
説
、
文
献
等
の
研
究
を
行

う。四
、

「
鹿
野
川
原
人
」
の
活
用
に
つ

い
て

①
洞
窟
に
原
始
人
の
模
造
等
を
整
備

す
れ
ば
集
客
で
ぎ
る
②
木
炭
は
、

日
本
最
古
と
い
わ
れ
て
お
り
活
用
で

ぎ
る
③
宣
伝
不
足
で
あ
る

五
、
そ
の
他

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
部
会

（
部
会
長
泉
福
男
さ
ん
）

人
の
た
め
に
で
も
い
い
。
愚
知
を

い
い
な
が
ら
で
も
い
い
。
失
敗
し
て

も
い
い
。
誰
か
が
な
ん
と
か
し
な
く

て
は
。

一
、
今
（
今
後
）
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

（
公
民
館
）
活
動
の
問
題
点

•

青
年
団
の
人
数
が
少
な
い
。

（
な
ぜ
か
？
）

・
婦
人
会
の
会
員
も
少
な
く
な
っ

て
ぎ
た
（
共
稼
ぎ
が
多
い
）

・
今
後
老
人
会
の
会
員
も
少
な
く

な
っ
て
ゆ
く
（
家
庭
で
農
業
を
主

に
な
っ
て
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

）
 

し•

い
つ
も
顔
ぶ
れ
は
同
じ
（
全
員

参
加
の
公
民
館
に
）

二
、
今
日
か
ら
で
も
私
た
ち
に
で
ぎ

る
こ
と

・
近
所
付
ぎ
合
い
部
落
つ
ぎ
合
い

を
大
切
に

•

い
ろ
い
ろ
な
会
合
（
集
会
）
で

意
識
を
高
め
る

・
人
に
言
う
前
に
自
分
か
ら

三
、
行
政
（
私
達
）
が
早
急
に
し
た

①
鹿
野
川
花
ま
つ
り
の
川
柳
大
会
に

お
け
る
入
選
作
を
石
に
刻
み
、
道
沿

い
に
建
て
て
い
け
ば
、
数
十
年
後
に

は

「
句
碑
の
道
」
が
で
ぎ
る
。
又
、

川
柳
大
会
を
通
じ
た
交
流
も
深
ま
る

②
小
鳥
の
楽
圏
や
、
小
動
物
（
鹿

な
ど
）
の
放
牧
圏
を
計
画
す
べ
ぎ
で

あ
る
。がりーWi¢¢`i¢ilw‘,り,り,i,h,0川川\,叫(_Woqー_iii_t·\,`(Jh,(ii1(J\,乱~'i~t‘t't_t(J\．J\,_iitliiい又しなくてはいけないこと

・坪一万円の宅地の確保（大

洲へ皆が出て行かないうちに）

・自然を見直す（特に川、肱

川の観光資源にするためにも）

四、もし「まほう」が使えたら

•総合肱川団地（高層ビル住居）構想

．肱川8の字構想（集落を再

編統合用地化する）

．肱川世界の旅構想（肱川本

流沿いに外国地名を入れた団

地化）

ちっぽけな風おこし

みなさんも、いろいろな研修

などに行って勉強されているこ

とと思いますが、“誰がやるか”

となるとむずかしいのです。

“誰かが”では、いつまでたっ

ても風はおぎないのではないで

しょうか。理想、夢を大切にし

ながら、今からでも出来る近所

付ぎ合い、地域のつぎ合いを大

切にして、ちっぽけな風おこし

からしてみませんか。誰かがで

はなく、先ず自分から動いてみ

ませんか。．

栽ぜんま培い ナンテン 山 イ モ （パ スモモの
納屋産業 青空野菜市 肱）II木炭

ふるさ
貸農圏

木 工 によ 種
セソリ ョウ イプ栽培） 栽培 との道 る特産 品 月rJ

産者僅少が ②都市で ① ふるさと
的取組にめる 適②林栽漿内 ① 芍正月用切り 能 ③パイプ ②地域産誓① 本人食の日

等キ 酒と ① 栗
庭の ②: ① ほ あの①! 

統 原木の 利用悶等か ① 焼物日用ヽ
チフ る す直①忘れ

できる 実-益-① 低薬農
家内 能 る ①都会

のしに 納屋 ん
し、農

レ③
取

料材て代る

ズl健閉L一店あな_②tまっこ れかけら

工業と③術技が ② 素朴 で

畠収

でセとう

望産 『の
『易認め茶 ③休耕畑等 ②地域の 野莱分のを自

し ・叫
組

靡は悶の 作れ ンの
栽培が し合に 入 タお

③ソ源と る のlふろく
くて 取組てめ なとも 資甑か いも む

でなぎ 見直さ 月
でてつ

③肱川炭 れてたきら 湯炭の‘ 

のい

高令者含も 定着望めが 根強たい

ロ し

のキャッ 提供且すを孟線道見を
ッて 活用の

利用促進の° 人交流のがと 栽培すでる

る0 ばえ、 無限、 がの 理
いれ プ

③糾味を岱 点のi >鮮 将来は 給可自 産生でき
て

鼠業最と ケl、賃実③生 たぎ 可 る人気 伝の ② 磨炭研
由

確保の 植型‘ ① 研究グ のと ① 売れ
生産計画 技術栽培 送のため ① 山モイ

管理技術等 かる ① 製菓会社と
る樽①ら続け なに①グ する ②築炭① 茶 刈がり ②標識 ① コl 

るぎがあか①ー

成育のプ 流通をど 作手合はをにる 質良品の ① 生産技術者

たの 課

互t g術指導め 眉標生 1プJ レ

れらE をどル1 
加 ③<共の

かかる ②交!画区

題の問 地[生自 ル‘ 1 
工技術 焼炭ヽ 湯等に

でのス
ののの

研究』翡づ の

るプ ぎる設定 の 10 
するう ザしデ、^  

題

研究 梱包の 料理方法 か^ 組織多 か 設定 ③ 栽培 位のa 

，と 限れら
③均 の 信つ

研究の° 外④木炭以 整炭等の 原利用す木る
賃三

③創作かグ ＜り すれのインぐ 指導者-の

と

の 成育 ④需用工夫のP ＜り靡契？ 一塁 用 く

技術指導のが 較比的いよ 確保畑でがするう る
のる〗う - i 

し

悶③苗 畠地定

商品を ② 一題問 か ｝三

に③ノ＜ R 

利用に 技術指導 確保の
二回 箇所、--/

か②盟
見合う イプ ② 輸 畠贄i -’ ③周年 ② か ルI② 販売• 物た 保確‘ てつ 人 の

で 場所 ぎるく五 草

特

産

開

発

部

会

（
部
会
長
東
繁
太
郎
さ
ん
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神和住純さんの指導によるテニス教室（鹿鳴園4月9日）

都
市
と
の
交
流
施
設
、
鹿
鳴
函
の

開
園
式
が
四
月
八
日
、
県
知
事
（
代

理
）
、
西
田
衆
議
院
議
員
、
田
中
国

士
庁
長
官
官
房
審
議
官
、
岡
田
県
議

会
議
員
等
来
賓
、
関
係
者
多
数
参
列

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
と
し
て
、

予
子
林
客
神
社
の
八
ツ
鹿
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
ま
た
、
東
海
地
区
肱
川
会

の
大
越
さ
ん
が
連
れ
て
来
ら
れ
た
名

犬
セ
ソ
ト
・
バ
ー
ナ
ー
ド
と
グ
レ
ー

ト
・
ピ
レ
ニ
ー
ズ
も
紹
介
さ
れ
ま
し

こ。t
 九

日
に
は
鹿
鳴
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
オ
ー
プ
ソ
し
、
東
京
か
ら
神
和
住

プ
ロ
テ
ニ
ス
が
打
ち
始
め
式
に
参
加
、

セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
同
氏
と
招
待
選
手
と

の
模
範
試
合
や
テ
ニ
ス
教
室
を
行
い
、

県
下
か
ら
集
ま
っ
た
約
一

0
0人
の

テ
ニ
ス
愛
好
者
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

神
和
住
氏
は
「
こ
の
コ
ー
ト
は
全

天
候
型
で
雨
が
止
め
ば
す
ぐ
出
来
る

し
手
入
れ
も
い
ら
ず
す
ば
ら
し
い
コ
ー

ト
で
す
。
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ソ
が
い

い
の
で
ボ
ー
ル
の
バ
ウ
ソ
ド
も
丁

度
よ
く
、
グ

ラ
ソ
ド
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
も
サ
ー
プ
ハ
ソ
ド

鹿
嗚
園
開
園
式
を
挙
行

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
神
和
住
プ
ロ
も

打
ち
始
め

来贈ぎ、ジに すプ
園の ‘ マ は 鹿 -°レ
客鹿圏スア鳴とイ
を八のなユ園講ヤ
楽頭斜ど・ビ評 l
し が 面 三 ヘ ジ し に
ま 元 に 十 ラ タ ま も
せ気は種プ l し適
てに宮のナハたし
いた島淡・ウ゜た
ま わ町水カス コ
すむか魚二の
゜れらか•水 ト

、 鹿鳴園碑を除幕する西田代議士と大野町長

テラリウム水槽にはきらきらとアユの群れ ‘寄泳二槽 で (4月8日）
............................................................................................................................................ 

、贔’
會

犬
は
家
畜
と
し
て
も
っ
と
も
古
い

動
物
で
す
。
そ
し
て
犬
ほ
ど
地
球
上

に
広
く
分
布
し
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
犬
は
同
じ
家
畜
の
中
で
も
、

牛
馬
羊
豚
の
よ
う
に
、
利
用
さ
れ
る

動
物
と
違
っ
て
、
古
く
か
ら
狩
猟
や

牧
畜
を
助
け
る
人
類
の
よ
ぎ
伴
侶
と

し
て
飼
育
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

犬
は
人
間
の
生
活
と
も
っ
と
も
密
接

な
つ
な
が
り
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で

す
。

犬
が
ま
す
ま
す
人
間
生
活
の
中
に

は
い
り
こ
ん
で
ぎ
た
か
ら
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
や
映
画
に
出
演

し
て
、
ス
タ
ー
以
上
の
人
気
を
博
し

た
り
、
大
洋
を
横
断
す
る
飛
行
機
や
、

自
動
車
、
汽
車
な
ど
あ
ら
ゆ
る
乗
物

で
、
お
よ
そ
人
間
の
行
く
と
こ
ろ
に

は
、
ど
こ
へ
で
も
伴
わ
れ
て
出
入
り

し
て
お
り
ま
す
。
犬
は
人
類
の
あ
る

と
こ
ろ
に
は
必
ず
見
る
こ
と
が
で
ぎ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
宇

宙
旅
行
を
す
る
犬
す
ら
も
現
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
犬
が
人
類
に
愛

犬と私

東海地区肱川会
特別町民

大越久美夫

（昭和26年宇和川中卒
肱川町臭の山出身）

セント・バーナード犬と予子林幼稚園児

さ
れ
る
に
至
っ
た
も
っ
と
も
大
ぎ
な
・

要
素
は
、
人
間
に
よ
く
な
つ
ぎ
縦
順

で
し
か
も
飼
い
主
を
よ
く
信
頼
す
る

と
い
う
、
他
の
動
物
に
見
ら
れ
な
い

す
ぐ
れ
た
特
性
を
持
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
ま
た
主
人
か
ら
愛
さ
れ
た
い

と
願
う
心
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
犬
は
身
を
挺
し
て
も
主
人
の
命
令

を
よ
く
守
り
勇
敢
で
す
。

私
は
子
供
の
頃
か
ら
犬
が
大
好
ぎ

で
、
中
野
小
学
校
へ
も
犬
を
連
れ
て

登
校
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
同
級
生

は
私
を
い
つ
の
間
に
か
ワ
ソ
ち
ゃ
ん

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
宇
和
川
中
学

校
へ
行
っ
て
も
ワ
ソ
ち
ゃ
ん
の
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
し
た
。
私
は
中
学
を
卒

業
し
て
も
う
三
十
二
年
も
経
ち
ま
し

た
が
、
犬
と
の
つ
ぎ
あ
い
は
ま
す
ま

す
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
私
は
生
涯

犬
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

い
い
え
犬
が
私
を
離
し
て
く
れ
な
い

が
正
し
い
表
現
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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が的

り届中野小学校が新築落成ヽし
れ動 関こ

るし ワークスペースや多目的ホールも新設 係の
者 落

うゆ 多 成
設と会 らしス計す配の的教員家積‘ノ七 数式
けり活多れたはさべ置教ホ室室庭ーク万総がか
ら と 動 目 ま 学 ‘ れ て さ 室 l ‘等科八リ三エ参四

埜之誓空と霊イご日、な貪）し胃；ふ閃 i 青言？〗
しお ‘l ° 導 ム 廣 当 い 楽 三 教 階 健 m2造゜はて日
たい子ル がや'----りま教階室に●のり新二行‘
゜のどは で学？ょす室にと一放門三校億な来

ら校寄計書おろ師長良と代あ あも‘ ぎ習ヮ< °‘四図・送坦階舎六わ賓
れ舎贈とがはくの清東い三たこ るた集 る 形 南普図 ・書二のて建は千れ
ま玄に聡‘よ ‘→水大わ筆つの 学ち会 よ態ク向通工五室 ・各 ‘‘三ま P
し関よ間昧う笑心公寺れのて竣 校がや うをスぎ教教 ・兼三室 ―延 鉄百し T
たにり組桂-つを照元る一 ‘工 生 主 児 階

つエペに室室六多年 ァ床筋九た A
° 飾新 の設のてま老管奈人現に 活体童 ＜夫 1 設はが年目の職ヽ面コ十゜ ‘

＝ 
子そ子第もて本とら橋 白う社笛の祝のたの
はのの二幸橋大を の が の いと会の第特い工し開
‘動体心せを野象ま混キ 衣 さ に 音 ー に申事ま通

唸喜畠-い□ロデ責9] 新 しい 橋 ；ぢ塁翌は三上醤k昏
か巧で子りれ て合なと 々姿もお道つげわ゜お
も み ‘舞まる出ぃいつ光 の に ‘もののまつこ招
生さ舞がし様水 てる 新好伝わ式点すたのぎ

ごしミ贔門だ t ん息こ t~ 塁 ギャビン．バントック 芽惑統ずでに ゜関よい

い目 達 印 拝 ？いれしや 白、轟閃： t :誓し］危
るをが象見豪まこ出コ いち式と竹をの立ぎ
よ見 ‘にし族しそす、ノ 紙ま をり 製引 方派‘f:!i? iヵ：だ五塁1 -＇ のし受しのか 々で興
しまやま の三 八
たしくし 方世 I 

門だ贔［喜tしミ；悶
‘神いたなし 心意く

゜た交た も代 年旧‘ 新官で゜楽た よ義拝
小 ゜代 ゜
・獅し獅 名門 宕后責 し上土“伍‘“ r. ｀ と甕し‘闘翌そ゚ 晶は長

旧校舎横に完成した中野小新校舎

感
銘
を
覚
え
て
ぎ
ま
し

た
。
ー
—
新
し
い
道
、

新
し
い
家
並
、
新
し

い
学
校
、
新
し
い
開
発

セ
ン
タ
ー
そ
し
て
新
し

い
橋
な
ど
で
す
。
大
都

会
が
発
展
す
る
こ
と
だ

け
が
、
重
要
な
こ
と
で

は
な
く
、
田
舎
の
町
も
、

発
展
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
田
舎
に
住
む

モチまきをされるバントック先生こ夫妻

THE NEW BRIDGE 

It was a great honour and also v ~y interesting for me to be 
invited to the -opening ceremony of 'ii函 Bridge on 29th March. 
Congratulations to everybody concerned on this beautiful and useful 
construction. 

Three things were especially interesting to me. First, the 
Shinto ceremony, I thought the sound of the special bamboo instrument 
and the flute were fascinating. I like the idea of continuing 
traditional ceremonies even in these modern times. The white garments 
of the priests, the fresh branches ・ of the trees and white paper 
decorations combined with the gleaming steel and concrete of the new 
bridge seem to symbolize Japan in 1988--the mixing of the old and the 

`〗：h`]；〗ご［三喜喜＼ 

Thirdly, I very much enjoyed throwing a big rice-cake from the 
bridge to all the people below. It was wonderful to see them all 
looking up at me and smiling and laughing. It was also great fun 
throwing lots of small pink and white rice-cakes to the village 
people. I hope they enjoyed eating them afterwards• 

Since I first came to Hijikawa fifteen years ago, I have been 
greatly impressed with the progress and development of the town--new 
roads、new houses, new schools, a new souvenir centre, and of course 
new bridges. It is important not only to develop big cities, but also 
the country towns must develop too; and I think living in a country 
town is much, much better than living in a big city. The people of 
the countryside are much more friendly, and the air is fresh and 
healthy. All round we can see tree-covered mountains, rivers and 
green fields. The scenery of Ehime-ken is especially beautiful, I 
think、and in Ehime, Kita-gun is the best、and in Kita-gun, Hijikawa 
is the best of all! Everybody is so kind and open-hearted, and of all 
places 1n Japan I like this town best 

Let us continue to build bridges for the future--not only 
bridges across rivers and from island to island, but bridges fro皿

country to country and from peoples to peoples; ana-most of all, 
bridges from heart to heart. , 

Thank you, everybody, for a wonderful time, and again, 
congratulations• 

Gavin Bantock 

中
学
生
達
も
大
変
上
手
に
舞
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
若
い
人
々
と
、
年
輩
の
方
々
が
、
一
緒
に

な
っ
て
、
色
々
な
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
あ
り
様

を
見
る
の
が
、
私
は
大
好
ぎ
で
す
。
こ
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
公
演
と
、
太
鼓
の
響
ぎ
を
私
は
決
し
て
忘
れ
な

い
で
し
ょ
う
。

第
一
＿
一
番
目
は
、
餅
撒
ぎ
で
す
。
橋
の
上
か
ら
大
ぎ

な
お
餅
を
撒
ぎ
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
下
に

居
る
人
々
が
い
っ
せ
い
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
上
を
見
上

げ
笑
っ
て
い
る
の
は
、
素
晴
し
か
っ
た
で
す
。
地
元

の
方
々
に
、
ピ
ソ
ク
や
白
の
小
さ
い
お
餅
を
、
そ
れ

は
沢
山
撒
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ

も
又
、
大
変
楽
し
い
こ
と
で

し
た
。
後
で
、
あ
の
方
達
は

あ
の
お
餅
を
お
い
し
く
召
し

上

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
、
十
五
年
前
に
、
初

め
て
肱
川
町
に
来
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
町
の
進
歩
•
発

展
し
て
い
く
姿
に
、
大
ぎ
な

こ
と
は
、
都
会
に
住
む
よ
り
、
ど
れ
程
良
い
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
人
々
は
、
人
情
に
あ
ふ
れ
、

空
気
は
ぎ
れ
い
で
、
健
康
的
で
す
。
ど
こ
を
見

て
も
、
木
々
で
お
お
わ
れ
た
山
や
川
、
緑
の
田

畑
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
愛
媛
の
景

色
は
美
し
い
で
す
。
愛
媛
の
中
で
も
喜
多
郡
は

一
番
で
す
。
喜
多
郡
の
中
で
も
肱
川
は
最
高
で

す
。
誰
も
が
親
切
で
、
心
を
開
い
て
い
て
、
日

本
中
で
、
こ
の
町
が
一
番
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
未
来
に
向
か
っ
て
、
橋
を
か
け

続
け
る
で
し
ょ
う
。
—
—
'
川
を
渡
る
橋
や、
島

か
ら
島
へ
の
橋
だ
け
で
な
く
、
国
か
ら
国
へ
、

人
々
か
ら
人
々
へ
、
そ
し
て
一
番
大
切
な
人
々

の
心
か
ら
心
へ
橋
を
か
け
続
け
ま
し
ょ
う
。

素
晴
し
い

一
時
を
与
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
に

惑
謝
し
て
、
も
う
一
度

「
お
芽
出
と
う
」
と
言

わ
せ
て
下
さ
い
。
「

Congratulations!
」

（
こ
の
感
想
寄
稿
は
京
子
夫
人
が
和
訳
さ
れ

ま
し
た
）
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三

月

定

例

町

議

会

一

）

了

言），冒
9
]

，J
)
，J
)
,

昭
和
六
十
三
年
度
の
諸
施
策
を
定
め
る
肱
川
町
議
会
―
―
―
月
定
例
会
は
、
三
月

十
四
日
か
ら
一
ー
百
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
町
長
提
案
の
三
十
二
議
案
、
議
員
提

3
0」ヽ

r
__ -
F匂
ぅ
居
に
勺

出
決
議
案
一
件
、
陳
情
一
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
陳
情
が
継
続
審
議
と

な
っ
た
の
を
除
い
て
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
新
年
度
に
の
ぞ
み
町
長
の
所
信
表
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
二
人
の
議
員
か

ら
四
項
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

―
町
長
の
所
信
表
明
一

三
月
定
例
議
会
に
当
り
、
私
の
所

信
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
度
を
振
り
返
っ
て

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
国
道
一
九

七
号
鹿
野
川
道
路
の
起
工
が
な
さ
れ

本
格
的
な
工
事
に
入
っ
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
道
野
尾
、
鳥
首
線
が
短
期

日
を
も
っ
て
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

道
野
尾
農
地
造
成
の
完
了
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ふ
る
さ
と
事
業
の
終
了
、
中
野

小
学
校
の
新
築
落
成
、
地
域
改
善
事

業
七
億
五
千
万
等
々
、
懸
案
の
大
事

業
が
着
実
に
推
進
で
き
ま
し
た
が
一

方
で
は
災
害
が
多
発
い
た
し
ま
し
て

大
変
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
関
連
と
国
、
県
工
事
を

合
算
い
た
し
ま
す
と
、
町
内
の
公
共

事
業
は
一
二
十
四
億
七
千
万
円
、
町
予

算
も
一
二
十
三
億
五
千
万
円
と
か
つ
て

な
い
金
額
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
整

備
、
経
済
進
展
に
効
果
が
大
き
か
っ

た
も
の
と
思
っ
て
お
る
次
弟
で
あ
り

ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、
心
配
を
し
て
お

り
ま
し
た
農
林
業
の
生
産
は
十
億
七

千
万
円
、
対
前
年
比
九
ニ
・
九
％
、

過
去
十
年
来
最
低
の
結
果
で
あ
り
ま

す
。
商
工
業
の
不
振
も
深
刻
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
一
時
的
、
単
年
度

の
問
題
で
な
く
、
新
し
い
時
代
の
転

換
の
中
で
農
林
業
、
農
山
村
が
重
大

な
危
機
を
迎
え
て
い
る
も
の
と
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
情
況
を
ふ
ま
え
、
肱
川
風
お
こ
し

運
動
を
進
め
ま
す
し
、
健
康
を
守
る

活
動
、
文
化
協
会
の
設
立
な
ど
地
域

活
性
化
に
努
め
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ー
矛
一
／
―
―
•
一
／
ざE
C
1
-
2
Bな
考

え
方間

も
な
く
六
十
―
―
一
年
度
を
迎
え
る

訳
で
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
、
私
た
ち
は
今
日
ま
で
生

産
を
中
心
に
し
て
村
の
姿
を
描
き
、

町
民
連
帯
の
中
で
町
づ
く
り
の
努
力

を
続
け
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
依
然
と
し
て
続
く
人
口
減
、

過
疎
化
、
高
齢
化
、
加
え
て
国
際
化

所信表明する大野町長
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
に
よ
っ
て

も
は
や
従
来
の
努
力
、
従
来
の
感
覚

を
も
っ
て
対
処
し
て
行
く
こ
と
は
で

き
難
い
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
結
論
と
し
て
世
の
中
は
変
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
変
化
す
る

世
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
考
え

方
を
、
行
動
を
そ
れ
以
上
に
転
換
さ

せ
な
が
ら
困
難
を
の
り
越
え
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外

に
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
従

来
か
ら
訴
え
て
お
り
ま
す
、
自
分
の

家
は
自
分
で
守
る
、
農
林
業
で
生
き

る
、
肱
川
で
生
き
る
と
い
う
確
固
た

る
気
持
ち
を
持
っ
て
、
肱
川
風
お
こ

し
運
動
を
継
続
し
、
新
し
い
年
を
頑

張
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

行
政
力
の
向
上

そ
の
た
め
に
第
一
に
行
政
力
の

向
上
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
も
先
頭
に
立
っ
て
住
民
付
託

に
答
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
第
一
は
職
員
資
質
の
向
上

で
あ
り
ま
す
。
自
己
研
修
の
意
識

を
高
め
、
組
織
研
修
を
充
実
し
て

参
り
ま
す
。
時
代
の
風
を
心
に
感

ず
る
職
員
で
あ
り
的
確
な
認
識
を

も
つ
こ
と
が
で
き
、
攻
撃
型
の
思

考
、
行
動
の
で
き
る
職
員
の
養
成

に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
二
点
は
機
械
化
、
電
算
化
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
向
上
で
あ

ひ
じ
か
わ
風
お
こ
し
運
動
に
つ
い

て
り
ま
す
。
本
年
度
よ
り
業
務
の
電
算

化
を
具
体
化
し
、
合
理
化
を
図
っ
て

能
カ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

第
三
点
は
機
構
改
革
で
、
行
政
に

は
固
有
の
業
務
が
あ
り
、
い
た
ず
ら

に
変
化
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
時
代
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
従
来
も
自

治
体
の
姿
は
時
代
と
共
に
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
む
し
ろ
未

来
を
考
え
る
対
応
を
必
要
と
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
町
の
未
来

の
姿
を
自
ら
描
い
て
行
く
必
要
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
企
画
力
の

充
実
、
時
代
の
変
化
に
積
極
的
に
対

応
す
る
組
織
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ

う
な
観
点
に
立
っ
て
組
織
の
改
編
を

行
い
ま
す
。

第
四
点
は
財
政
力
の
確
立
で
あ
り

ま
す
。
町
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま

し
て
、
第
一
段
階
の
目
的
は
果
し
得

た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

効
率
化
を
図
り
、
基
礎
を
固
め
て
参

り
ま
す
。
な
お
将
来
の
状
況
を
考
慮

し
て
今
年
度
よ
り
産
業
振
興
基
金
、

福
祉
基
金
を
設
立
し
、
教
育
振
興
基

金
と
三
本
の
柱
を
も
っ
て
将
来
の
町

民
生
活
の
向
上
に
寄
与
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
基
金
は
計
画
的
に
積
み
立

て
を
行
っ
て
ゆ
く
予
定
で
す
が
、
町

民
の
善
意
の
こ
こ
ろ
ざ
し
も
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
趣
旨
目
的
に
適
合
す

る
形
が
早
く
出
来
上
る
よ
う
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
困
難
を
克
服
し
て
ゆ
く
の
に

は
、
町
民
活
力
を
も
っ
て
す
る
以
外

に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

「
ひ
じ
か
わ
風
お
こ
し
運
動
」
の
徹

底
を
進
め
ま
す
。
自
分
自
身
心
の
風

が
、
肱
川
全
体
の
風
と
な
り
、
肱
川

創
生
を
実
現
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
い

ま
す
。役

場
職
員
は
も
と
よ
り
、
議
員
各

位
、
町
内
経
済
団
体
役
職
員
等
が
、

ま
ず
町
民
の
先
頭
に
立
つ
意
気
込
み

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
人
ひ

と
り
が
具
体
的
な
取
組
み
を
し
て
欲

し
い
。
一
人
が
―
つ
の
取
り
組
み
を

提
唱
し
、
行
動
を
要
請
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

す
で
に
定
住
促
進
対
策
要
綱
を
も
っ

て
、
技
術
研
修
の
途
を
開
い
て
お
り

鹿鳴園開園式典

ま
す
が
、
今
回
一
般
研
修
に
つ
き
ま

し
て
も
、
肱
川
町
研
修
推
進
要
綱
を

定
め
町
民
の
自
主
研
修
を
慾
通
し
ひ

い
て
は
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
に
し

た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

又
地
域
風
お
こ
し
補
助
に
つ
い
て

も
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

小
さ
い
風
で
も
起
し
て
欲
し
い
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
肱
川
風
お
こ

し
研
究
会
、
そ
の
他
一
般
か
ら
の
提

案
、
要
望
、
ア
イ
デ
ィ
ア
等
に
つ
い

て
は
万
難
を
排
し
て
実
現
し
て
ゆ
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。
町
お
こ
し
の
抜

本
策
は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
い
も
の
で
も
集

め
れ
ば
大
き
く
な
り
ま
す
。
少
し
で

も
効
果
の
あ
る
こ
と
は
す
べ
て
、
や
っ

て
ゆ
く
考
え
で
町
の
活
性
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

地
域
振
興
対
策
と
し
て

先
ず
産
業
振
興
で
あ
り

ま
す
が
、
地
域
産
業
を
と

り
ま
く
情
勢
は
ご
承
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
克
服
を
し
て
参
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

条
件
整
備
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
基
幹
作
目
の
振

興
方
策
は
、
土
づ
く
り
に

始
ま
り
管
理
生
産
の
方
程

式
は
出
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
林
業
も
又
同
じ
で

す
。
生
産
者
は
基
本
に
沿
っ

て
や
る
べ
き
こ
と
は
積
極

的
に
や
る
気
慨
を
も
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
方
程
式
を
解
く
の
に
も
、

今
後
は
感
覚
、
手
法
が
問
題
で
あ
り

ま
す
。
消
費
者
自
身
が
変
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
作
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
一
日

で
は
勝
負
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

施
策
の
強
力
な
転
回
に
つ
い
て
経
済

団
体
の
指
導
推
進
を
期
待
し
、
共
に

努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
特
産
開
発
の
こ
と
を
申
し

ま
す
と
主
幹
作
目
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
い
る
か
の
論
を
聞
く
こ
と
は
心

外
で
あ
り
ま
す
。
特
産
は
主
幹
作
目

に
プ
ラ
ス
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

特
産
品
が
主
幹
的
な
も
の
に
発
展
す

れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
小
さ
い
も
の
で
も
集
積
す

る
、
少
量
多
品
目
、
細
か
い
需
要
に

対
応
す
る
、
新
規
分
野
へ
の
取
組
み
、

附
加
価
値
、
販
路
拡
大
、
雇
用
の
場

づ
く
り
、
そ
れ
ら
の
方
向
は
も
は
や

常
識
で
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
扱
い
品
目
を

増
や
し
量
販
体
制
を
つ
く
っ
て
参
り

ま
す
。
又
需
要
の
あ
る
も
の
に
対
応

し
て
ゆ
く
こ
と
が
今
後
の
方
向
で
あ

り
、
多
用
な
取
り
組
み
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
現
況
で
す
。
特
産
、
健
康
食

品
、
体
験
農
業
、
観
光
、
交
流
と
結

び
つ
い
た
農
林
業
を
考
え
て
ゆ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
も
は
や
農
林
業
は

第
一
次
産
業
で
は
な
く
、
複
合
産
業

と
し
て
の
取
組
み
を
し
て
ゆ
く
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
三
点
は
交
流
の
促
進
で
す
。
肱

川
町
に
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
与
え

ら
れ
た
資
源
が
あ
り
ま
す
。
持
て
る

生
活
環
境
に
つ
い
て

生
活
•
生
産
の
環
境
を
整
備
し
、

資
源
を
活
か
し
て
交
流
の
盛
ん
な
町

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
活
性
化
、
観

光
振
興
を
進
め
た
い
。
資
源
を
活
か

す
、
施
設
を
拡
大
す
る
。
こ
の
二
点

を
基
本
と
し
て
交
流
の
図
れ
る
体
制

を
つ
く
り
地
域
自
体
に
附
加
価
値
を

つ
け
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
に
よ
っ
て
完

成
し
た
施
設
を
「
鹿
鳴
固
」
（
ろ
く

め
い
え
ん
）
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
新
た
な
ゾ
ー
ン
づ
く
り
が

で
き
ま
し
た
が
、
長
期
帯
在
、
休
息

団
ら
ん
、
参
加
・
体
験
の
た
め
の
施

設
を
拡
大
し
交
流
を
地
域
産
業
に
結

び
つ
け
る
努
力
を
し
て
ゆ
き
た
い
考

え
で
す
。

し
か
し
考
え
方
を
変
え
ま
す
れ
ば

施
設
も
資
源
も
他
に
抜
き
ん
で
た
も

の
が
あ
る
と
は
い
い
難
い
訳
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
効

果
を
出
し
て
行
く
の
に
は
、
創
意
エ

夫
、
ど
の
よ
う
に
や
る
か
、
そ
の
手

法
が
大
切
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
も
通
り
一
片
の
も
の
で

は
魅
力
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。
知
恵
く
ら
べ
の
時
代
と

い
わ
れ
る
所
以
が
そ
こ
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
い
か
に
結
び
つ
き
を
深
め

る
か
、
結
び
つ
き
を
つ
く
る
か
、
攻

め
る
交
流
、
売
り
込
む
交
流
、
人
材

を
移
入
す
る
交
流
、
様
々
な
方
法
を

考
え
て
ゆ
き
た
い
、
そ
れ
が
商
工
業

の
新
し
い
方
向
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す。

住
民
の
健
康
を
守
り
、
あ
た
た
か
い

思
い
や
り
の
心
の
交
流
を
図
っ
て
ゆ

く
こ
と
が
、
即
ち
福
祉
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
道
路
を
は
じ
め
公
共
施
設

の
整
備
に
も
鋭
意
努
力
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
共
促
進

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
六
十
三
年
度

を
も
っ
て
瓜
生
谷
・
大
地
線
も
道
路

部
分
の
改
良
が
終
了
し
ま
す
の
で
、

鹿
の
川
湖
大
橋
架
橋
を
進
め
ま
す
。

大
事
業
で
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
既
に
基
本
的
方
向
を
確
認
し
て
お

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
時
代
の

変
化
が
あ
ま
り
に
激
し
く
児
童
の
減

少
も
甚
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
将

来
の
町
の
学
校
教
育
施
設
が
い
か
に

あ
る
べ
き
か
、
議
会
に
お
い
て
も
充

分
な
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。河

辺
川
ダ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
が
委
託
し
て
お
り
ま
し
た
環
境
調

査
が
完
了
し
、
現
在
と
り
ま
と
め
中

で
近
く
発
表
で
き
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
実
調
―
―
―
年
目
を
迎
え
一
億
五

千
万
円
の
予
算
が
内
定
し
て
お
り
ま

す
。
受
益
側
に
充
分
な
認
識
が
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
町
に
と
っ
て
は

重
大
問
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後
共
慎

重
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
は
か

ば
か
し
い
進
展
に
至
ら
ず
申
し
訳
け

な
く
存
じ
ま
す
。
続
い
て
努
力
を
い

た
し
ま
す
。
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
各
位
の
ご
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予
算
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
ち
ま

し
て
予
算
編
成
を
し
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
積
極
的
施
策
、

積
極
的
支
出
を
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
ぉ
り
ま
す
。
し
か
し
財
源
の
厳

し
さ
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
財

政
の
確
立
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
効
果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、

そ
こ
に
判
断
の
基
準
を
お
き
、

＇効
率

的
、
効
果
的
な
使
用
を
し
て
ゆ
き
た

い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

ま
と
め

以
上
を
も
っ
て
所
信
表
明
を
終
り

ま
す
が
、
今
後
は
生
産
の
み
な
ら
ず

自
然
、
資
源
、
風
土
、
歴
史
、
伝
統
、

生
産
、
観
光
、
交
流
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
組
み
合
わ
せ
て
町
の
姿
を
描
い
て

ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昭
和

六
十
二
年
度
国
土
緑
化
委
員
会
の
森

林
多
目
的
利
用
計
画
策
定
の
指
定
を

受
け
、
建
設
省
委
託
の
肱
川
町
振
興

計
画
調
査
、
そ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て

専
門
化
が
研
究
し
取
り
ま
と
め
を
し

て
貰
っ
て
お
り
ま
す
。
外
部
よ
り
の

計
画
も
参
考
に
し
つ
つ
、
今
後
の
町

の
姿
を
描
き
、
十
五
年
後
の
肱
川
町

の
町
づ
く
り
を
進
め
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
も
ろ
も
ろ
の
意
味
に
お

い
て
風
お
こ
し
を
徹
底
し
、
町
民
活

力
を
も
っ
て
展
開
を
図
っ
て
ゆ
き
た

い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
基
本
認
識
に
立
っ
て
昭
和

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

六
十
―
―
―
年
度
の
肱
川
町
政
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

口

般

質

問

]

◎
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

昭
和
六
十
二
年
度
主
要
農
産
物
の

生
産
状
況
を
み
る
と
、
前
年
対
比
九

ニ
・
八
％
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。

た
ば
こ
・
き
ゅ
う
り
は
か
ろ
う
じ

て一

0
0
％
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

基
幹
作
目
で
あ
る
栗
、
椎
茸
、
ま
ゆ

等
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

第
一
種
兼
業
農
家
、
第
二
種
兼
業

農
家
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、

本
町
の
基
幹
産
業
は
農
林
業
で
あ
る

こ
と
に
変
り
は
な
く
、
農
林
業
の
振

興
が
町
の
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。

町
長
は
農
林
業
の
か
か
え
て
い
る

問
題
点
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
お

ら
れ
る
か
。
ま
た
そ
の
解
決
の
た
め

に
行
政
と
し
て
と
る
べ
き
対
策
等
に

つ
い
て
承
り
た
い
。

〔
答
〕
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
先
ほ
ど
所
信
表
岨
の
中
で
私
の
考

え
を
述
べ
て
お
り
ま
す
か
、
こ
こ
で

は
角
度
を
変
え
て
お
答
え
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
わ
が
国
の
農
業
は
従

来
規
制
的
、
保
護
的
な
政
策
が
と
ら

れ
て
お
り
ま
し
て
、
洒
外
先
進
国
に

比
べ
大
変
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す。
先
進
地
は
輸
出
を
す
る
た
め
に
生

産
を
し
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
か
ら

摩
擦
は
当
然
に
起
き
て
参
り
ま
す
。

又
輸
入
食
品
の
増
加
、
減
反
あ
る

い
は
技
術
同
卜
で
ヰ
給
逸
剰
に
な
っ

て
く
る
訳
で
あ
り
ま
す
か
ら
価
格
は

上
ら
な
い
、
又
わ
が
国
の
農
業
政
策

は
非
常
に
変
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
。
食
管
制
度
の
よ
う
な

規
制
的
な
も
の
は
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
、
補
助
内
容
が
変
っ
て
く
る
、

技
術
の
進
歩
や
社
会
の
就
業
状
況
の

変
化
と
農
業
情
勢
の
変
化
で
土
地
の

活
動
化
も
進
み
、
一
面
で
は
規
模
拡

大
が
進
ん
で
ゆ
く
、
技
術
革
進
が
進

む
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
経
営
能
力
や
マ
ー
ケ
ッ

テ
ィ
ン
グ
能
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代

に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
っ

て
お
り
ま
す
。

解
決
に
行
政
の
と
る
べ
き
態
度
で

あ
り
ま
す
が
、
規
模
拡
大
を
し
て
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ
て
ゆ
く
か
、
小

規
模
で
も
未
開
拓
分
野
に
挑
戦
す
る

か
高
附
加
価
追
を
つ
け
て
ゆ
く
か
、

こ
の
二
つ
の
途
か
な
い
訳
で
あ
り
ま

す
。
い
づ
れ
に
し
て
も
真
剣
に
取
り

組
む
こ
と
で
な
け
れ
ば
や
れ
て
い
け

な
い
状
況
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
条
件
を
整
ス
よ
う
と
せ
ず
、
後

継
者
も
な
い
農
家
は
自
然
に
こ
ぼ
れ

て
ゆ
く
し
か
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。当

町
で
は
第
一
の
コ
ー
ス
で
基
幹

作
物
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
、
第
二
の

コ
ー
ス
に
も
意
欲
を
も
た
な
け
れ
ば

生
き
る
道
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
理
想
論
や
未
来
へ
の
杞
憂

の
み
で
は
腹
の
足
し
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
所
信
表
明
の
よ
う
な
形
で
少
し

で
も
努
力
し
て
ゆ
く
ほ
か
は
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
自
由
意
思
の
原

理
の
中
に
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

基
本
は
生
産
者
の
中
に
あ
る
こ
と
を

充
今
鈴
臨
醐
て
載
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て

マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
る
自
治
体

の
不
正
、
汚
職
事
件
を
見
る
と
、
上

は
首
長
か
ら
、
下
は
一
係
員
に
至
る

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
層
に
発
生
し
て
い

る
。
事
件
が
発
生
す
る
と
同
僚
や
住

民
は
異
口
同
音
に
「
あ
の
人
が
」
と

か
「
あ
の
ま
じ
め
な
人
が
信
じ
ら
れ

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
い
う
こ

と
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
誰
も

が
事
件
を
起
こ
す
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
も
言
え
る
。

事
件
の
発
生
は
、
住
民
の
信
頼
を

裏
切
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
人
の
将

来
を
棒
に
振
り
、
同
時
に
家
族
へ
も

犠
牲
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
当
町
に
絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
町
長
は

自
ら
を
ど
の
よ
う
に
戒
め
て
お
ら
れ

る
か
。
ま
た
部
下
職
員
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
お
ら
れ
る
か

お
伺
い
し
た
い
。

〔
答
〕
ご
意
見
の
と
お
り
広
い
世

間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
人
間
は
弱
く
哀
し
い
存
在
で

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
私
た
ち
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
公
共
の
利
茄
の
た
め
に
仕
事
を
し

て
い
る
公
務
員
で
あ
り
ま
す
。
住
民

の
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
し
、
負
託
に
応
え
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
自

覚
が
先
ず
第
一
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

不
正
、
汚
職
な
ど
と
い
う
こ
と
は

論
外
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
職
員
に

触
れ
た
こ
と
は
一
度
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
自
覚
に
つ
い
て
は
常
に

職
員
教
育
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
親
の
背
中
を

見
て
育
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。
職
場
も

同
じ
で
あ
り
ま
す
。
私
も
充
分
自
覚

を
し
て
や
っ
て
参
り
ま
す
。

変
な
こ
と
が
あ
れ
ば
先
ず
職
員
が

疑
惑
を
感
じ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
こ
と
で
は
仕
事
に
も
な
り

ま
せ
ん
し
、
明
る
い
職
場
も
で
き
ま

せ
ん
。
不
詳
事
を
発
生
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
明
る
い
職
場
づ
く
り
、
意

欲
あ
る
職
場
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る

と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
意
欲
を
も
っ
て

仕
事
を
し
、
働
き
が
い
を
も
ち
、
不
満

を
う
っ
積
さ
さ
ぬ
明
る
い
職
場
を
作
っ

て
参
ら
な
け
れ
ば
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
公
平
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
の
公
平
に
対
し
て
疑
問
を
も
っ

て
い
る
蒻
唇
は
一
人
も
い
な
い
と
忠
っ

て
お
り
ま
す
。
変
な
雰
囲
気
の
中
に

は
変
な
こ
と
が
起
り
ま
す
。
肱
川
町

に
は
町
民
が
築
い
て
き
た
風
土
が
あ

り
ま
す
。
役
場
も
同
じ
で
す
。
心
配

い
た
だ
く
こ
と
は
有
難
い
の
で
す
が

安
心
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
教
育
基
本
方
針
に
つ
い
て

昭
和
六
十
―
―
―
年
度
を
迎
え
る
に
当

り
、
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
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幼
児
教
育
か
ら
義
務
教
育
、
社
会
教

育
な
ど
全
分
野
に
お
け
る
教
育
基
本

方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
か
教
育
長
に
お
伺
い
し
た
い
。

〔
答
〕
肱
川
町
の
教
育
を
進
め
る

上
で
そ
の
教
育
が
ハ
ム
教
育
で
あ
り
ま

す
以
上
、
憲
法
は
も
と
よ
り
教
育
基

本
法
、
学
校
教
育
法
、
社
会
教
育
法

等
に
則
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

貝
体
的
な
実
践
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
実
態
に
則
し
、
そ
の
要
求
に

応
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育

が
叫
ば
れ
る
所
以
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
生
涯
教
育
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
こ
と
は
一
九
六
0
年
頃
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
唱
ス
ら
れ
ま
し
た

教
育
論
が
、
ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
、
そ

の
他
学
者
の
研
修
等
を
通
じ
日
本
へ

も
入
り
ま
し
た
の
が
大
佐

一
十
年
程

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
生
涯
を
通
し
て

教
育
を
受
け
る
機
会
が
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
l9昼
い
と
い
l2呈
本
に
立
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
臨
教
審
が
最
近

唱
ス
ま
し
た
そ
の
教
育
的
な
考
え
方

か
ら
し
ま
す
と
、
生
ま
れ
る
か
ら
死

ぬ
ま
で
、
教
育
を
受
け
る
、
参
加
す

る
機
会
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
は
成
人

教
育
だ
け
で
な
く
て
、
今
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
幼
児
教
育
か
ら
学
校
教
育

を
通
し
て
全
て
が
生
涯
教
育
の
立
場

か
ら
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
ふ
う
な
観
点
で
證
教
垂
は
い

ろ
ん
な
方
針
を
述
べ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

肱
川
町
の
教
育
を
考
え
る
に
当
り

ま
し
て
は
、
既
に
前
閃
か
ら
立
て
て

あ
り
ま
す
肱
川
の
教
育
に
つ
い
て
、

緑
し
た
た
る
自
然
に
恵
ま
れ
心
豊
か

で
智
性
の
高
い
町
民
が
夢
と
生
き
が

い
を
も
っ
て
仲
よ
く
暮
ら
し
て
い
る

讐
い
町
そ
う
い
っ
贔
い
を
も
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
町
に
す
る
た
め
町

民
の
心
を
横
に
結
び
、
一
生
を
通
じ

て
自
分
の
能
力
を
み
が
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
一
貫
し
た
生
涯
教
育
体

制
を
確
立
す
る
、
こ
の
こ
と
は
ず
っ

と
前
任
者
の
時
代
か
ら
貫
か
れ
て
お

る
と
こ
ろ
で
し
て
、
臨
教
番
よ
り
む

し
ろ
こ
の
一
貴
し
た
生
涯
教
育
体
制

と
い
う
こ
と
は
、
先
か
ら
う
た
っ
て

実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

学
校
教
育
基
本
方
針
に
つ
き
ま
し

て
は
自
ら
学
ぶ
、
意
思
の
強
い
子
を

育
て
る
、
礼
儀
正
し
く
誠
実
な
子
、

健
康
で
明
る
＜
活
発
な
子
、
こ
の
よ

う
な
肱
川
の
子
を
育
て
る
た
め
の
教

音
諸
活
動
に
積
極
的
に
推
進
し
、
人

的
、
物
的
な
条
件
整
備
を
努
め
る
と

い
う
の
が
教
育
委
員
会
の
施
策
の
基

本
で
あ
り
ま
す
。

重
点
施
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

生
き
生
き
と
し
た
学
校
経
営
、
研
修

活
動
の
充
実
強
化
、
そ
し
て
三
番
目

が
健
全
育
成
教
育
の
強
化
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
方
に
数
年
前

い
ろ
い
ろ
こ
心
配
を
煩
わ
す
よ
う
な

事
態
が
発
生
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
九
年
度
、
校
長

先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
方
あ
る
い
は

保
護
者
の
皆
さ
ん
た
ち
の
こ
意
見
を

も
と
に
し
て
、
人
間
教
育
の
重
点
目

標
と
い
う
も
の
を
設
定
い
た
し
ま
し

だ
。
五
項
目
こ
ざ
い
ま
す
。
肱
川
の

子
ど
も
に
我
慢
す
る
心
を
育
て
た
い
。

そ
し
て
正
恒
な
心
、
思
い
や
り
の
あ

る
や
し
い
心
、
そ
し
て
勇
気
、
自
主

自
立
、
こ
れ
が
肱
川
町
独
自
の
教
育

目
標
、
重
点
施
策
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
六
十
年
度
か
ら
実
施
い
だ

し
ま
し
て
、
六
十
二
年
度
十
二
月
の

先
生
方
の
実
践
交
流
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
三
年
目
を
迎
ス
る
に
当
っ
て

今
ま
で
の
実
践
の
効
果
を
交
換
し
合

い
、
お
互
い
に
認
識
を
深
め
合
っ
だ

と
こ
ろ
で
こ
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学

び
続
け
る
力
を
身
に
つ
け
る
学
習
活

動
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
教
育
に
お

い
て
は
、
教
育
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

か
ら
、
自
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
町
民
一
人

ひ
と
り
が
学
習
す
る
と
い
う
ふ
う
に

考
え
方
の
転
換
を
図
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
、
あ
す
の
親
に
な
る
た
め
の
勉

強
室
、
と
い
う
の
は
子
ど
も
を
や
が

て
産
も
う
と
す
る
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
ち
の
子
育
て
に
対
す
る
心
が
ま

え
、
人
間
、
こ
の
私
の
経
験
で
は
子

ど
も
を
や
が
て
産
も
う
と
す
る
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
そ
の
態
度
と
い

う
も
の
は
実
に
真
剣
そ
の
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
最
も
真
剣
に
な
っ

た
そ
の
時
期
を
と
ら
え
て
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
産
も
う
と
す
る
子
ど
も
の

棗
像
を
描
い
て
学
習
す
る
、
そ
の

こ
と
が
、
子
弟
教
育
の
基
本
に
な
っ

て
家
庭
教
育
も
社
会
教
育
も
進
む
ん

じ
ゃ
あ
な
い
か
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
い
ろ
い
ろ
施
策
を
実
践
し
て
参
り

ま
し
た
結
果
、
こ
の
こ
と
が
最
も
大

事
な
出
発
点
だ
と
い
う
ふ
う
な
考
え

方
に
到
達
し
た
訳
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
幼
稚
園
に
行
き
ま
す
ま

で
の
幼
児
の
問
題
、
幼
稚
園
に
行
き

始
め
て
、
こ
れ
を
母
親
が
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
り
あ
う
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
さ
ん
ご
承

知
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

ニ
・
三
オ
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
、

お
話
し
文
犀
を
通
し
て
子
ど
も
と
の

◎
文
化
財
の
保
護
と
そ
の
利
活
用
に

つ
い
て

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
町
内

の
各
種
文
化
財
に
つ
い
て
調
査
あ
る

い
は
指
定
を
さ
れ
、
そ
の
保
存
に
努

力
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
は
文
化
財

保
護
の
教
育
的
、
文
化
的
意
義
を
ど

の
よ
う
に
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
か
。

又
、
岩
谷
地
区
の
カ
ラ
岩
谷
遺
跡
に

つ
い
て
、
当
時
の
横
浜
国
立
大
学
長

谷
川
助
手
な
ど
が
持
ち
帰

っ
て
い
た

化
石
標
本
は
、
先
般
ほ
ぼ
返
還
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
今
後
ど
の
よ
う
に
整
理
、
保
存
あ

る
い
は
利
用
活
用
さ
れ
る
の
か
教
育

長
に
お
伺
い
し
た
い
。

〔
答
〕
私
は
文
化
財
と
い
う
言
葉

を
き
く
た
び
に
、
昔
か
ら
よ
く
言
わ

れ
て
お
リ
ま
す

”稽
古
II

と
い
う
言

葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
リ
昔
の
こ

と
を
調
べ
る
、
考
え
る
、
つ
ま
リ
、

い
に
し
え
を
考
え
、
そ
れ
を
調
べ
て

ふ
れ
あ
い
、
幼
稚
園
の
子
ど
も
に
対

し
て
は
親
子
文
庫
、
そ
れ
か
ら
小
学

校
三
年
ま
で
に
は
、
児
童
文
庫
と
い
っ

た
よ
う
な
、
図
書
を
と
お
し
た
読
書

活
動
を
と
お
し
て
の
活
動
を
進
め
て

お
る
こ
と
は
既
に
古
い
こ
と
で
ご
承

知
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

老
人
大
学
、
あ
る
い
は
お
四
国
学

級
な
ど
で
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
求

め
る
方
法
に
至
る
ま
で
、
た
く
さ
ん

の
メ
ニ
ュ
ー
を
も
っ
て
実
践
に
当
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
生
き
方
に
資
し
て
ゆ
く
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
又
、
温

古
知
新
と
い
う
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
ま
り
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を

知
る
と
い
う
、
つ
ま
り
遠
い
祖
先
の

足
あ
と
を
偲
ん
で
、
新
し
い
道
を
開

く
た
め
に
、
と
い
う
の
が
元
に
な
っ

た
考
え
で
長
い
間
の
風
雪
に
耐
え
て

き
た
素
晴
ら
し
い
祖
先
の
あ
と
を
受

け
継
い
で
ゆ
く
わ
れ
わ
れ
が
、
何
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
何
が
人

間
の
し
あ
わ
せ
に
つ
な
が
る
の
か
、

そ
い
っ
た
こ
と
を
考
え
実
践
し
て
ゆ

く
心
が
ま
え
が
文
化
財
を
み
る
基
本

の
考
え
方
に
な
ろ
う
か
と
思
う
の
で

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
、

国
で
は
吃
和
二
十
五
年
、
文
化
財
保

護
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て

県
に
は
招
和
三
十
二
年
、
条
例
が
つ

く
ら
れ
て
お
リ
ま
す
し
、
町
は
昭
和
三

十
九
年
に
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し

昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
付
で
改
定
し

て
お
リ
ま
す
。
こ
の
目
的
は
、
こ
の
法
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律
が
文
化
財
存
保
存
し
、

か
つ
そ
の
活
用
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
の
文
化
的

向
上
に
資
す
る
と
共
に
、

世
界
の
文
化
の
進
歩
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
と
定
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

文
化
財
と
い
う
の
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
こ
う
い
っ
た
考

え
方
を
基
本
に
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
招
和
五
十
五
年
の

士

一月
に
今
の
歴
史
民

俗
資
料
館
が
建
設
さ
れ

ま
し
て
、
こ
こ
に
展
示

し
て
お
り
ま
す
。
あ
る

い
は
収
蔵
し
て
お
り
ま

す
資
料
は
、
現
在
二
万

二
点
こ
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
県
外
か
l9限
へ
照
会
が
あ
っ

た
賜
合
、
ま
ず
肱
川
の
名
を
あ
げ
る

く
ら
い
権
威
あ
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

カ
ラ
岩
谷
の
標
本
に
つ
き
ま
し
て
は

現
物
を
詳
し
く
分
類
整
理
し
て
い
た

だ
い
て
得
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幸
い

に
し
て
、
予
算
書
に
計
上
し
て
い
る

予
算
を
お
認
め
い
た
だ
き
ま
す
と
、

早
速
必
要
な
調
度
を
整
ス
ま
し
て
歴

史
民
俗
資
料
館
に
展
不
し
閲
覧
に
供

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

冨
永
寅
幸
氏
と
山
崎
一
氏
の
再
任

に
つ
い
て
同
意
し
た
。

◎
福
祉
基
金
条
例
の
制
定

新
し
い
福
祉
の
創
造
と
町
民
福
祉

の
増
進
の
た
め
基
金
を
設
け
た
。

◎
産
業
振
興
基
金
条
例
の
制
定

新
し
い
産
業
の
開
発
研
究
並
び
に

地
場
産
業
の
振
興
の
た
め
基
金
を

設
け
た
。

横浜国立大学から返還されたカラ岩谷の化石360点の入った箱

◎
教
育
振
興
基
金
条
例
の
一
部
改
正

基
金
へ
寄
附
金
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
改
正
し
た
。

◎
水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
基
金
条

例
の
廃
止

新
し
い
水
田
農
業
確
立
対
策
事

業
に
お
い
て
は
、
農
家
の
拠
出
金

に
よ
り
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
こ
の
条
例
は
廃
止

し
た
。

◎
公
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

中
野
小
改
築
に
よ
り
地
番
の
変
更

を
行
っ
た
。

◎
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
改

正中
野
小
の
改
築
に
関
連
し
て
地
番

の
変
更
を
行
っ
た
。

◎
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

郡
内
町
村
で
検
討
し
、
審
議
会
の

答
申
を
得
た
の
で
次
の
と
お
り
改

正
を
行
っ
た
。
（
い
ず
れ
も
月
額
）

・
議
長
一
六
一

、
0
0
0
円

・
副
議
長
―
二
六
、

0
0
0円

・
議
員
―

-
0、
0
0
0
円

◎
特
別
職
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

郡
内
町
村
で
検
討
し
、
審
議
会
の

答
申
を
得
た
の
で
次
の
と
お
り
改

正
を
行
っ
た
。
（
月
額
）

•
町
長
五
四
八
、

0
0
0
円

・
助
役
四
七
三
、

0
0
0
円

・
収
入
役
四
四
一
、

0
0
0
円

・
教
育
長
四
―
―
九
、

0
0
0
円

◎
そ
の
他
の
特
別
職
の
給
与
改
正

そ
の
他
教
育
委
員
等
の
給
与
も
あ

わ
せ
て
改
正
し
た
。

◎
職
員
の
休
日
等
条
例
の
一
部
改
正

四
週
五
休
制
を
実
施
す
る
た
め
必

要
な
改
正
を
行
っ
た
。

◎
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

時
代
に
対
応
で
き
る
機
構
と
す
る

た
め
、
「
風
お
こ
し
対
策
室
」
を

設
置
し
た
。

◎
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

七
五
人
の
内
部
の
配
分
を
変
更
し

た。

◎
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

旅
費
の
単
価
改
正
を
行
っ
た
。

◎
町
道
路
線
の
認
定

新
設
等
に
よ
る
認
定
を
行
っ
た
。

◎
大
洲
市
、
喜
多
郡
内
町
村
組
合
規

約
の
変
更

共
同
事
務
組
合
の
規
約
の
一
部
を

整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
昭
和
六
十
二
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
七
、
四

0
0
万
円
の
他

特
別
会
計

一
、
八

0
0
万
円
を
補

正
し
た
。

◎
昭
和
六
十
三
年
度
予
算

新
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
十

ニ
ペ

ー
ジ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

◎
地
方
議
会
機
能
の
充
実
整
備
に
関

す
る
要
望
決
議
（
議
員
提
出
）

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
を
要
望

す
る
決
議
を
採
択
し
た
。

◎
貝
吹
・
多
田
線
の
全
面
改
良
方
陳

情閉
会
中
の
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

確
定
申
告
を
提
出
し
た
後
で
、
計

算
違
い
な
ど
の
申
告
内
容
に
間
違
い

が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
う
っ

か
り
し
て
確
定
申
告
の
提
出
す
る
の

を
忘
れ
て
い
る
か
た
は
な
い
で
し
ょ

、↓
O

ぅ
カ申

告
の
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と

き
は
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
税

額
を
多
く
申
告
し
て
間
違
い
に
気
付

い
た
と
き
は

「更
正
の
申
告
」
を
し

て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
提
出
し
た
後

で
、
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修
正
申

告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て

い
る
か
た
は
、
直
ち
に
申
告
を
し
て

下
さ
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
い
う
場
合

は
、
税
務
署
に
用
紙
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
更
正
の
請
求
、
修
正
申
告

期
限
後
申
告
の
手
続
き
そ
の
他
に
つ

い
て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
と
き
は

税
務
署
（
所
得
税
担
当
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

一
支
給
の
目
的

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後

40
周
年
に

あ
た
っ
て
、
国
が
あ
ら
た
め
て
戦
没

者
の
遺
族
に
対
し
て
、
弔
慰
の
意

を
表
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す。

二

支

給

の

方

法

．

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
一
人
に

対
し
て
、
額
而

30
万
円
の
国
債
で
支

給
さ
れ
、
昭
和

61
年
か
ら
昭
和

70
年

ま
で
の

10
年
間
に
わ
た
っ
て
毎
年

3

万
円
づ
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

三

支

給

の

条

件

特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が
で

ぎ
る
の
は
、
満
州
事
変
（
昭
和

6
年

9
月
18
日
）
以
後
の
戦
没
者
の
遺
族

の
う
ち
、
昭
和

60
年

4
月
1
日
現
在

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
で
す
。

四

支

給

の

対

象

者

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

ぎ
る
の
は
、
主
と
し
て
次
に
記
載
さ

れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序
に
従
っ

て
最
も
順
位
が
先
の
方
お
一
人
に
限

り
ま
す
。

‘、,‘
、

↑

昭

和

60
年
4
月
1
日
ま
で
に
弔

慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
を
受
け

た
方
。

ニ

戦

没

者

の

子

‘‘ー／（
 

‘‘,‘, 
に
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い

た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

忌
戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん

醗
請
求
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
！

姉
妹
（
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り

昭
和
60
年
4
月
1
日
に
氏
が
か
わ
っ

て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。
）

⑮
③
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
⑤
そ
の
他
の
三
親

等
内
の
親
族
（
戦
没
者
死
亡
ま
で

引
き
続
い
て

1
年
以
上
生
計
を
共

に
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。
）

な
お
、
昭
和

60
年

6
月

14
日
以

後
に
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
及
び

同
順
位
の
遺
族
と
し
て
請
求
に
同

意
さ
れ
た
方
は
、
請
求
し
て
も
重

ね
て
受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
せ
ん

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

五

請

求

の

期

限

請
求
の
期
限
は
、
昭
和
63
年
6
月

13
日
で
す
。
期
限
ま
で
に
請
求
し
ま
せ

ん
と
受
給
で
ぎ
な
く
な
り
ま
す
か
ら
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

六

受

付

窓

口

最
寄
り
の
市
区
町
村
の
援
護
担
当

課
が
受
付
窓
口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

請
求
用
紙
は
受
付
窓
口
に
備
え
て

あ
り
ま
す
が
、
他
に
戸
籍
抄
本
等
も

必
要
で
す
。

な
お
、
支
給
条
件
、
支
給
順
位
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
左
記
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

厚
生
省
援
護
局
援
護
課

(
6
五

0
三
ー
一
七
―
一
代
）

愛
媛
県
県
民
福
祉
部
老
人
福
祉
課

(
1
0八
九
九
—
四
一
ー
ニ
―
―
―

内
線
二
五
―
―
―
五
）

肱
川
町
役
場
町
民
課

(
6
三
四
ー
ニ
三
―
二
）

離
農
給
付
金
は
、
農
業
者
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
者
が
離
農
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
離
農
を
援
助
促
進

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
が
手
放
し
た

農
地
を
農
業
を
専
業
的
に
し
て
い
る
者

の
経
営
の
規
模
拡
大
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
農
業
者
年
金
基
金
が

離
農
す
る
者
に
一
時
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。
従
っ
て
こ
の
業
務
は
、
昭
和
6

5
年

5
月
15
日
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
、
支
給
対
象
者

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
で
な
い

者
で
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

た
農
業
経
営
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

↓
二
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
 

口
引
ぎ
続
ぎ
五
年
以
上
農
業
を
行

う
か
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ

と。
国
た
だ
し
次
の
者
は
除
か
れ
ま
す
。

①
開
拓
者
離
農
補
助
金
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
農
業
経
営
主
②
離

農
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
農
業
経
営
主
③
世
帯
員

に
離
農
給
付
金
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
も
の
が
い
る
農
業
経
営
主

④
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
経
営
主
で
被
保
険
者
期
間
が
―
―
―

年
以
上
の
者
、
ま
た
は
、
脱
退
一
時

金
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
最
後
の

被
保
険
者
資
格
の
喪
失
が
任
意
脱

退
（
疾
病
に
よ
る
場
合
を
除
く
）
に

よ
る
も
の
⑤
農
業
者
年
金
の
被

離
農
給
付
金
を
ご
存
じ

で
す
か
？

四 55 三
にそ （三） （二） （一）‘年一‘ ーニ

支
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大
平
）
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当初予算総額
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〔図2〕歳出

昭
和
六
十
三
年
度
肱
川
町
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
十
七
億
一
千
万
円
で
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比

ベ
四
千
七
百
万
円
三
・
七
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
国
民
健
康
保
険
他
三
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
、
一
千
五
百
万
円
増
の
四
億
七
千
五
百
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。町

財
政
は
依
然
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
事
業
の
促

進
を
図
り
な
が
ら
、
風
お
こ
し
運
動
事
業
、
定
住
促
進
対
策
事
業
の
推

進
、
さ
ら
に
教
育
・
産
業
・
福
祉
基
金
の
設
立
を
行
い
町
の
活
性
化
を

期
し
て
お
り
ま
す
。

の

314 
(18. 4% 

公債費

463,164 
(27. 1 %) 

昭
和
六
十
三
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、

重
点
事
業
を
中
心
と
し
た
予
算
と
し
、

国
・
県
の
補
助
事
業
採
択
に
合
わ
せ

順
次
肉
付
け
を
行
っ
て
い
く
事
と
し

て
い
ま
す
。

歳
出
の
裏
づ
け
と
な
る
収
入
は
図

①
に
表
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見

ま
す
と
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
九
億
六
百
万
円
（
五
三
％
）
地

方
債
一
億
三
千
七
百
万
円
（
八
％
）

〔
歳
人
〕

130,735 
(7.6%) 

〔函3〕一般会計予算性質区分

義務的経費

・人 件

・扶 助

・公 債

777,257千円(45.4%) 

費 395,285千円(23.1%)

費 10,190千円 (o.6%) 

費 371,782千円 (21.8%) 

投資的経費 609,952千円(35.7%) 

・普通建設事業費 556,125千円 (32.5%) 

・災害復旧事業費 53,827千円 (3.1 %) 

その

•物
・補

•そ

件
助
の

他 322,791千円(18.9%) 

費 156,681千円 (9.2%) 

費 89,137千円(5.2%) 

他 76,973千円(4.5%) 

一
般
会
計
予
算
歳
出
(
+
七
億
一

千
万
円
）
を
構
成
比
で
表
わ
し
た
の

が
（
図

2
)
の
円
グ
ラ
フ
で
す
。
町

の
基
盤
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
に
四

億
六
千
三
百
万
円
（
二
七
・
一
％
）

ま
た
、
教
育
費
が
一
億
七
千
二
百
万

円
(
+
・
一
％
）
公
債
費
が
三
億
七

千
百
万
円
（
ニ
―
・
七
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
出
を
性
質
別
に
分
類

し
た
の
が
図
③
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

ま
す
と
普
通
建
設
事
業
が
五
億
五
千

六
百
万
円
で
歳
出
予
算
の
三
ニ
・
五

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
主
な
予
算
は

表
①
に
表
わ
し
て
い
ま
す
が
、
風
お

こ
し
運
動
費
に
二
百
万
円
、
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
五
千
七
百
万

円
等
を
計
上
し
、
限
り
あ
る
財
源
の

〔
歳
出
〕

国
庫
支
出
金
三
千
万
円
（
一
・
八
％
）

県
支
出
金
三
億
三
千
二
百
万
円
(
+

九
・
五
％
）
等
が
主
な
も
の
で
す
。

ま
た
町
内
で
集
め
ら
れ
る
税
金
は
一

億
一
千
五
百
万
円
（
六
・
七
％
）
と

な
り
こ
れ
を
一
人
当
た
り
で
見
る
と

三
万
一
千
円
と
な
り
ま
す
。
（
表

3
)

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
が
少
く
財

源
の
大
部
分
を
国
や
県
に
依
存
し
て

い
る
弱
い
体
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
常
に
国
・
県
等
の
動
向
を

的
確
に
と
ら
え
、
補
助
金
等
の
確
保

を
行
い
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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〔表1〕 主な事業と予算
（単位：千円）

匈

部
主な事業 予算額

部
主な事業 予算額

門 門

文書広報費 12,618 林 森急林対地策域事活業性費化緊 2,620 
総

財産管理費 49,132 林道整備事業費 45,520 
業

林費業構造改善事業
風おこし運動費 2,125 35,025 

務 定住促進対策費 2,000 費
地域改善対策事業 98,000 
費

交通安全対策費 3,075 
商

商工振興費 2,006 

放送管理費 1,044 観光贅 19,432 
費 工

ダム対策費 8,773 交流促進費 3,908 

民 老人福祉費 14,953 
費

64総体費 1,090 

生 地域改善対策費 5,227 士
道費路新設改良事業 50,000 

費 国民年金事務費 1,066 木 策が事け業くず費れ防災対 ・23,000 

衛 予防費 9,075 費 河川管理費 2,100 

生 清掃費 12,025 消 非常備消防費 16,517 

費 歯科診療費 1,326 防 常備消防費 30,001 

農林業振興費 18,472 費 消防施設整備費 3,332 
農

特費産開発推進事業 4,435 教 小学校費 15,645 

業
山村業地域特別対策 57,168 中学校費 6,493 
事費

育

土地改良費 76,432 幼稚固費 19,074 

費
地域改善対策事業 58,100 費 文化財保護費 1,083 

林棠費 森林振．興費 38,927 「
------—-

醗吾

昭和63年度

⑲畏2}特別会計予算

国 民 健 康保険特別会計

簡易水道特 別会 計

住宅新築資金等貸付特別会計

老人保健 特別 会計

t
 

――三口

＂ヽ

235;600千円

30;380千円

3,290千円

205,837千円

475, l07千円

應
•• 

、ー7
 

恐．

一ーt
 

ヽ
1

――――
-
0
 

会般
―
 

～
 

21 
地方譲与税
25, 000(1.5%) 

利子割交付金

1(0.0%) 

自動車取得税交付金

15, 000(0.9%) 

分担金負担金

15, 718(0.9%) 

使用料手数料

40, ~24(2.4 %) 

財産収入

11,868(0.7%) 

〔図 1〕
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歳

906,000 
(53.0%) 

中
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

効
率
的
な
配
分
を
図
っ
た
予
算
と
し

て
い
ま
す
。

〔表3〕町民 1

～一般会計～
〔63.33]現在

3 68 6人〕
3 1 244円

463 9 1 7円

人 当 り

•町．
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肱
川
町
で
は
、
機
構
改
革
と
職
員

の
異
動
を
四
月

一
日
付
で
次
の
と
お

り
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
機
構
改
革
で
は
、
農
林
業

商
工
業
の
き
び
し
い
状
況
の
な
か
、

大
き
く
変
化
す
る
社
会
に
積
極
的
に

対
応
し
、
肱
川
町
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
ね
ら
い
に
風
お
こ
し
対
策
室

を
新
設
し
、
企
画
、
交
流
、
情
報
宣

伝
、
特
産
開
発
の
各
係
を
配
置
し
ま

し
た
。ま

た
、
業
務
の
機
械
化
、
電
算
化

に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
高
め
、

行
政
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
総
務

課
に
電
算
担
当
を
新
し
く
置
き
、
具

体
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。t
 職

員
は
機
構
改
革
に
伴
い
二
十
七

人
が
異
動
し
、
新
し
く
職
員
一
＝
名
を

採
用
し
ま
し
た
。

新
し
い
機
構
、
職
員
配
置
図
は
左

の
と
お
り
で
す
。
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I I肱川町職員配置図63.
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むしろ旗が林立するなか開かれた大会には、 3,000人が結集（愛媛県民館）

むしろ旗をかかげ市内をデモ行進

毎
日
の
よ
う
に
、

テ
レ
ビ
、．

マ
ス
コ

ミ
等
で
、
皆
様
も

ご
承
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、・
オ

レ
ン
ジ
、

牛
肉
等

の
輸
入
自
由
化
が

強
行
さ
れ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

愛
媛
に
お
い
て

は
、
柑
橘
、
畜
産

は
本
県
農
業
の
主

要
な
部
門
を
占
め

て
お
り
、
も
し
、
米
政
府
の
強
硬
な

姿
勢
に
屈
し
、
輸
入
自
由
化
と
な
れ

ば
、
愛
媛
の
農
業
ひ
い
て
は
日
本
の

農
業
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
日
を
見
る

よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
為
、
県
下
の

農
業
者
、
関
係
団
体
役
職
員
が

一
体

と
な
っ
て
、
去
る
三
月
十
二
日
に
松

山
市
堀
之
内
、

．県
民
館
に
お
い
て
三
、

0
0
0人
決
起
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。肱

川
農
協
に
於
い
て
も
、
町
、
農

協
役
職
員
、
農
協
青
壮
年
部
（
山
内

吉
晴
部
長
）
以
下
一

0
名
が
参
加
致

し
ま
し
た
。
地
元
選
出
の
衆

・
参
議

員
に
実
情
を
説
明
し
、
輸
入
自
由
化

を
絶
対
阻
止
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
、

生
産
者
、
消
費
者
一
体
と
な
っ
て
大

会
終
了
後
、
松
山
市
中
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。
消
費
者
に
よ
り
安
全
性

の
高
い
農
産
物
利
用
の
呼
び
か
け
と
、

此
の
大
会
が
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
て

全
国
的
な
決
起
大
会
に
盛
り
上
が
る

こ
と
を
皆
ん
な
で
願
い
な
が
ら
…
…

一
、
報
告
事
項
に
つ
い
て

一
ヶ
月
間
に
実
施
さ
れ
た
行
事

内
容
報
告

二
、
事
業
実
績
に
つ
い
て

二
月
末
の
各
事
業
実
績
に
つ
い

て
検
討
し
た

――-
、
決
算
日
程
に
つ
い
て

決
算
に
伴
う
棚
卸
し
を
、
三
月

三
十
一
日
午
前
八
時
―
―

-
0分
か
ら

と
し
金
融
を
の
ぞ
く
各
事
業
ご
と

に
実
施
す
る
旨
決
定
す
る
。

四
、
宇
和
川
事
業
所
店
舗
、
機
器
購

入
に
つ
い
て

経
済
連
の
店
舗
設
計
見
積
り
通

り
機
器
の
購
入
を
す
る
に
決
定
し

こ。
↑
 

五
、
昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て

先
に
部
門
別
委
員
会
で
検
討
を

し
た
内
容
報
告
を
し
協
議
の
結
果

計
画
書
通
り
決
定
し
た
。

六
、
国
債
等
窓
販
業
務
分
掌
表
、
お

よ
び
職
務
権
限
表
の
設
定
に
つ
い

て
四
月
一
日
か
ら
業
務
開
始
と
な

る
国
債
等
の
窓
販
業
務
分
掌
、
職

務
権
限
を
設
例
通
り
実
施
す
る
事

に
決
定
し
た
。

七
、
就
業
規
則
一
部
改
正
に
つ
い
て

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
で

新
し
く
「
国
民
の
祝
日
」
が
制
定

さ
れ
た
為
、
就
業
規
則
の
一
部
改

正
を
行
う
事
に
決
定
し
た
。

八
、
農
協
統
一
ロ
ー
ン
の
実
施
に
つ

い
て四

月
一
日
よ
り
新
た
に
、
農
協

住
宅
ロ
ー
ン
、
農
協
ク
ロ
ー
バ
ー

ロ
ー
ン
、
農
協
教
育
ロ
ー
ン
、
営

農
ロ
ー
ン
の
取
扱
い
を
す
る
事
に

原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

九
、
そ
の
他

農
協
創
立
四

0
周
年
記
念
と
し

て
各
組
合
員
へ
記
念
品
を
贈
る
事

に
決
定
し
た
。

役
職
員
一
泊
研
修
旅
行
を
七
月

上
旬
頃
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上



(1?）啜いは狙 SOO租ぷ①

液化石油ガス法第14条に基づく通知書
液化石油ガスの保安の確保及ぴ取引の適正化に関する法律第14条（書面

交付）の規定にもとづき次の通り通知いたします。 (63) 

メーター料金表 (5)

m'0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 

1 1,000 1,030 1,050 1,080 1,110 1,130 1,160 1,180 1,210 1,240 
2 1,260 1,290 1,320 1,340 1,370 1,390 1,420 1,450 1,470 1,500 
3 1,530 1,550 1,580 1,600 1,630 1,660 1,680 1,710 1,740 1,760 
4 1,790 1,820 1,840 1,870 1,890 1,920 1,950 1,970 2,000 2,040 
5 2,080 2,120 2,160 2,200 2,240 2,290 2,330 2,370 2,410 2,450 
6 2,490 2,530 2,570 2,610 2,650 2,690 2,730 2,780 2,820 2,860 
7 2,900 2,940 2,980 3,020 3,060 3,100 3,140 3,180 3,220 3,260 
8 3,310 3,350 3,390 3,430 3,470 3,510 3,560 3,590 3,630 3,670 
9 3,710 3,750 3,800 3,840 3,880 3,920 3,960 4,000 4,040 4,080 
10 4,120 4,160 4,200 4,240 4,270 4,310 4,350 4,390 4,430 4,470 
11 4,510 4,550 4,590 4,630 4,670 4,710 4,750 4,790 4,820 4,860 
12 4,900 4,940 4,980 5,020 5,060 5,100 5,140 5,180 5,220 5,260 
13 5,300 5,340 5,380 5,410 5,450 5,490 5,530 5,570 5,610 5,650 
14 5,690 5,730 5,770 5,810 5,850 5,890 5,920 5,960 6,000 6,030 
15 6,070 6,100 6,140 6,180 6,210 6,250 6,290 6,320 6,360 6,400 
16 6,430 6,470 6,510 6,540 6,580 6,610 6,650 6,690 6,720 6,760 
17 6,800 6,830 6,870 6,910 6,940 6,980 7,010 7,050 7,090 7,120 
18 7,160 7,200 7,230 7,270 7,310 7,340 7,380 7,420 7,450 7,490 
19 7,520 7,560 7,600 7,630 7,670 7,700 7,740 7,770 7,810 7,840 
20 7,870 7,910 7,940 7,980 8,010 8,050 8,080 8,110 8,150 8,180 
21 8,220 8,250 8,290 8,320 8,350 8,390 8,420 8,460 8,490 8,530 
22 8,560 8,590 8,630 8,660 8,690 8,730 8,760 8,800 8,830 8,870 
23 8,900 8,940 8,970 9,000 9,040 9,070 9,110 9,140 9,180 9,210 
24 9,250 9,290 9,330 9,370 9,400 9,440 9,480 9,520 9,560 9,600 
25 9,640 9,670 •9,710 9,750 9,790 9,830 9,870 9,900 9,940 9,980 
26 10,020 10,060 10,100 10,140 10,170 10,210 10,250 10,290 10,330 10,370 
27 10,410 10,440 10,480 10,520 10,560 10,600 10,640 10,670 10,710 10,750 
28 10,790 10,830 10,870 10,910 10,940 10,980 11,020 11,060 11,100 11,140 
29 11,180 11,220 11,250 11,290 11,330 11,370 11,410 11,450 11,490 11,520 
30 11,560 11,600 11,640 11,680 11,720 11,750 11,790 11,830 11,870 11,910 
31 11,950 11,990 12,020 12,060 12,100 12,140 12,180 12,220 12,260 12,290 
32 12,330 12,370 12,410 12,450 12,490 12,520 12,560 12,600 12,640 12,680 
33 12,720 12,760 12,790 12,830 12,870 12,910 12,950 12,990 13,030 13,070 
34 13,100 13,140 13,180 13,220 13,260 13,300 13,340 13,380 13,410 13,450 
35 13,490 13,530 13,570 13,610 13,640 13,680 13,720 13,760 13,800 13,840 
36 13,880 13,910 13,950 13,990 14,030 14,070 14,110 14,150 14,180 14,220 
37 14,260 14,300 14,340 14,380 14,410 14,450 14,490 14,530 14,570 14,610 
38 14,650 14,680 14,720 14,760 14,800 14,840 14,880 14,920 14,950 14,990 
39 15,030 15,070 15,110 15,150 15,190 15,220 15,260 15,300 15,340 15,380 
40 15,420 15,450 15,500 15,530 15,570 15,610 15,650 15,690 15,720 15,760 
41 15,800 15,840 15,880 15,920 15,960 15,990 16,030 16,070 16,110 16,150 
42 16,190 16,220 16,260 16,300 16,340 16,380 16,420 16,460 16,490 16,530 
43 16,570 16,610 16,650 16,690 16,730 16,770 16,800 16,840 16,880 16,920 
44 16,960 17,000 17,040 17,070 17,110 17,150 17,190 17,230 17,270 17,300 
45• 17,340 17,380 17,420 17,460 17,500 17,540 17,570 17,610 17,650 17,690 
46 17,730 17,770 11,810 17,840 17,880 17,920 17,960 18,000 18,040 18,070 
47 18,110 18,150 18,190 18,230 18,270 18,310 18,340 18,380 18,420 18,460 
48 18,500 

い
つ
も
プ
ロ
パ
ン
刀
ス
を
こ
使
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

肱
川
農
協
で
は
四
月
検
針
分
か
ら
左
記
料
金
表
の
と
お
り
フ
ロ
パ
ン
カ
ス

の
料
金
を
さ
ら
に
安
く
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
安
定
供
給
と
保
安
サ
ー
ビ
ス
に
つ
と
め
た
く
存

じ
ま
す
の
で
、

引
続
き
プ
ロ
パ
ン
刀
ス
を
ご
愛
用
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
料
金

二
、
0
八

0
円
一
四
‘
―
二

0
円
一
六
、

0
七
0
円

前

回

二
、
五

0
0
円
一
四
、
九
五

0
円
一
七
、
三
二

0
円

五
立
方
”い

＋
立
方
ば

十
五
立
方
”Iv

蔚毎

前
回
料
金
表
と
の
比
較

手続き簡単，ゆたかな実りを

う

•? 
の

営 農 ロ ン

一
、
教
育
ロ
ー
ン

就
学
子
弟
の
入
学
金
、
授
業
料
、

学
費
及
び
修
学
に
必
要
な
資
金

一
、
営
農
ロ
ー
ン

組
合
員
が
営
農
に
必
要
な
資
金

◎
お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
！

一
、
住
宅
ロ
ー
ン

住
宅
お
よ
び
、
住
宅
建
築
の
た
め

の
必
要
な
資
金

-
、
ク
ロ
ー
バ
ー
ロ
—
ン

組
合
員
が
必
要
と
す
る

一
切
の
資

金 融
資
の
ご
案
内

龍
摺
で
は
四
月
一
日
よ
り
、
各
ロ
ー

ン
を
取
扱
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
相
談
に
応
じ
ま
す
。

農

協

ロ

ン



臨仙頷｝ aOO危ぷ① 醗毎(18)

,-------------------------------------------------------------

I -----＿＿ー攣璽 a合包・， I 
I ~, ~. : 
！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．' i 

！ 

i i 
！ 
！ 肱川土場木材相場表 i 第47 1回市 昭和63年 3月24日 1．肪訓町啜財布継託引乾村臼即阻場賑 ：I

県森連市より （単位オ当り：円） 1. 市売日…昭和63年 3月26日
！ 1. 販売数量…37ケース 636.okg ! !““彎 ・い攣．“；；,2;1~: ::~:;~;;;ffln 636. 0kg I 
！ 疇睾旦璽 •9誓疇疇9疇璽學□国麟□瓢攣會 1．数量 内容及び平均単価 ！ I ~□9賣シ＇嘉正グ瞬輝因‘`；蕊虹応心り｀｀~ I 伊：?；．贔霰 ·やt声遭言疇誓鱒蜆叩聾戸饗泊門号⑯攣 ！ 

7 cm下 本 197本 53本 293本 53 松 パルプ 数量 (kg)! 162.9 - I 322. 0 151. 1 
！ 

8~1血 本 232本 96本 300本 135 未口 7cm上
741 -I 103 

57本 14本 66本 14
129本 84本 129本 65
翌二塁口は土打；；］；： 三I:：。：I □~I 

30 曇綺鴫疇覇・. 単 価 噂喜誕冒讐ぶ言囀弱̀9単 価
！ 

35 51 バ リ材
70 I -I 186 I -118cm上 56 疇富“`亭皇 6, 1 0 0 冒謳亨誓臼鱈 3. 5 0 0 

91 - 231 - 24cm上 63：累99； さ羹瑶惑珈•□E怨’で ー ニ賃週太□： 4．0 4 O I 
53 151 
一 本 本 一本

長さ 2m  瓢争:頃び凸並二 5, 5 0 0 だ蓼書屠耀冒琶賣 3, 7 2 0 ! 
14 14 72 '響饂攣鯛厖讐 3, 6 6 0 ．瓢惹璽囲虜鴫 4, 5 0 0 ! 
20 45 13cm上 21 松 ハリ材 彎床霞噂置唸髯 5, 2 0 0 員璽厨喜履霞麟畠 3. 7 6 0 ! 
闊 醤 30cm上 21？□霜cm I IIがズ稼工．記 一 ・譴直配鳳 4. 1 3 0 ! 
102 405 4 m84円 彎覆嬬翠湿讐 5, 0 5 0 鯛胴麟鱈認曇 3, 2 8 0 ! 

2381 I 883 
137 335 瓢““昌9 3, 6 2 0 “ 囀疇疇 4. 4 o o i 

気配に転ずるも、それ以外は全般に保合相場にて推移 ：喜彗閂霞三 3, 1 0 0 信変攣綺謬塁喜 3. 0 5 0 i 
”令捻狐燈惑稔こ淡惑辺翠麟 ＾ ^ ^ 疇鱈芯 '9麟 年 疇 蕊 ＾ ^  ^ ^ ！ 

i 
--------......-----」分しり逆ま由 まよいとよ方遠はそそ由す化 すとり まの加に移なて

にたまにで化とすうとでりがい痕う の 化 が 交 今 ゜ことさすで藤な所が二こ
国品す輸生さこ゜でいす競近海 で圧は ‘渉牛 ろなて゜ど君りのら年こ
際目木゜出きれろ ‘うし争くを贔す力な客が肉 を り ‘ うとま方こに肱
競の材し残てで 少こ、力で越 °はい観行、 書ま今 か い し へ の な 川
争— てつぉ ず しと対が生えつ自まと的なオ き

力っやぃ：、りっ 寂を抗ぁ産てて由す甲にゎレ た工 塁 宜う た 引 四 り で

、と し自するさ く 考化まし尺‘見 れ ‘／ ぃで―
し新。き月まお

がで 椎る ＜人 私上で
あぁ 茸品る何昔 いらるとれる；反 す ま て て ジ と、つ ぉがのげ大

す世

喜りも目骨とか 気認力いる品す対強す米おの 思 又 の 願来後る洲焚門
、そも から がめがうも物 のま

や とが
のり自 い思区 いまにこの残な

と十うあ、今自 しるなこのの 、声り、自ま由 まう切 しすはと事念つ

に
な
り
ま
す
。

で
は
肱
川
町
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
？
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。
（
椎
茸
）

円
高
の
影
響
で
輸
出
は
低
迷
し
て
お
り
、

国
内
市
場
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
へ
、

今
春
も
豊
作
と
は
い
え
ず
、
あ
ま
り
よ
い

話
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
し
、
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
色
々
な
生
産
地
に
お
い

て
も
変
化
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。

か
つ
て
の
よ
う
に
何
で
も
高
値
で
売
れ

る
時
代
は
も
う
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、

結
局
今
の
単
価
で
出
来
る
と
こ
ろ
だ
け
が

生
き
残
る
と
思
え
ま
す
。

肱
川
町
全
体
で
見
ま
す
と
、
他
の
生
産

地
に
比
べ
て
も
、
道
路
や
ク
ヌ
ギ
林
の
資

源
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
で
は
他
の

生
産
地
よ
り
安
く
出
来
る
と
言
っ
た
て
ん

で
は
有
利
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
楕
場
環

境
が
大
変
悪
く
、
そ
の
た
め
に
椎
茸
が
悪

い
、
安
い
と
言
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。よ

い
楕
場
と
い
う
の
は
、
人
間
に
と
っ

て
も
気
持
ち
の
良
い
処
で
、
夏
は
涼
し
く
、

冬
は
温
か
い
処
で
す
。
今
の
状
態
は
、
苦
労

を
し
て
植
菌
を
し
て
い
な
が
ら
、
生
え
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

肱
川
町
の
椎
茸
は
、
将
来
と
も
続
く
と

思
い
ま
す
が
、
も
し
肱
川
町
で
ダ
メ
に
な

る
よ
う
な
ら
、
そ
れ
は
日
本
の
椎
茸
が
ダ

メ
に
な
っ
て
い
る
と
き
か
、
努
力
が
足
り

な
い
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。

肱
川
町
の
林
業
に
想
う
9
・

林

改

金

本

（木
材
）

肱
川
町
で
は
大
規
模
な
林
業
と
言
っ
て

も
無
理
で
す
し
、
当
然
財
産
保
持
的
な
林

家
が
増
え
る
の
も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
林
業
と
い
う
の
は
何
も
た
く
さ
ん

山
が
あ
れ
ば
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
く
さ
ん
あ
る
の
が
良
い
の
な
ら
、
ず
っ

と
昔
に
外
材
に
負
け
て
お
り
ま
す
。

日
本
に
は
、
日
本
で
し
か
出
来
な
い
心

持
ち
の
柱
材
や
、
小
丸
太
が
あ
り
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
林
業
を
専
業
に
は
出
来

ま
せ
ん
か
ら
、
山
で
儲
け
る
た
め
に
は
次

の
こ
と
を
し
た
ら
よ
い
と
考
え
ま
す
。

一
、
今
あ
る
山
の
最
低
限
の
手
入
れ
を
怠

ら
な
い
。
間
伐
の
遅
れ
は
、
曲
が
る
、
太

ら
な
い
、
値
段
が
下
が
る
。

二
、
家
の
近
く
に
徹
底
的
に
世
話
を
す
る

山
を
作
る
。
多
い

と
手
が
行
き
届
か
な

い
。
も
ち
ろ
ん
枝
打
ち
は
十
分
に
し
て
、

絶
対
に
休
ま
な
い
。

―
―
-
、
立
ち
木
を
見
て
親
を
知
る
。
子
は
親

に
似
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
植
え
る
苗
は

十
分
に
吟
味
す
る
。
野
菜
の
苗
は
一
年

の
後
悔
で
す
が
、
木
の
苗
は
一

0
0年

の
後
悔
に
な
り
ま
す
。
多
少
高
く
て
も

よ
い
苗
を
選
ぶ
。

四
、
山
に
は
道
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
の
な
い
山
で
は
林
業
は
難
し
く
、
木

は
安
く
、
将
来
も
暗
い
。

五
、
素
人
判
断
よ
り
は
、
ま
ず
専
門
家
に
、

組
合
は
頼
り
に
な
り
ま
す
。

思
っ
と
こ
ろ
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
木
材
、
椎
茸
は
今
よ
り
悪
く
な
る
こ

と
が
な
い
。
今
や
れ
る
な
ら
一
生
や
れ
る

産
業
だ
と
思
い
ま
す
。
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一

野

菜

一

イ
ン
ゲ
ン
の
栽
培

暑
さ
寒
さ
と
も
に
弱
い
の
で
暖
地
で
は

晩
霜
の
心
配
が
な
く
な
っ
て
か
ら
春
ま
き

し
ま
す
。

タ
ネ
ま
き
は
春
と
晩
夏
の
二
回
が
適

期
で
す
が
、
春
ま
き
の
ほ
う
が
つ
く
り
や

す
い
野
菜
で
す
。

畑
づ
く
り

酸
性
土
に
は
弱
く
、
連
作
を
き
ら
い
ま

す
。
タ
ネ
ま
き
の
二
週
間
前
に
‘
-
a
当
た

り
苦
土
石
灰
を
十
五
kg
ぐ
ら
い
全
面
に
施

し
、
深
く
耕
し
て
お
き
ま
す
。

元
肥
は
一
週
間
前
に
一
a
当
た
り
堆
肥

二
百
kg
、
化
成
肥
料
八
kg
を
施
し
ま
す
。

種
ま
き

ツ
ル
な
し
種
は
う
ね
幅
五
十
ー
六
十

cm
、

株
問
三
十

cm
に
と
り
ま
す
。

ツ
ル
あ
り
種
の
場
合
は
、
う
ね
幅
百
二

+
c
m
ほ
ど
に
と
り
、
株
間
三
十
Cm

の
二
本

植
え
と
し
ま
す
。

タ
ネ
は
一
ケ
所
に
一
―
-
！
五
粒
ず
つ
点
ま

き
に
し
て
‘
-
―
-cm
程
度
覆
土
し
て
お
き
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ト
な
ど
の
食
害
の
心
配
が
あ

る
場
合
は
、
ポ
ッ
ト
に
ま
い
て
本
葉
二
枚

ご
ろ
に
定
植
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

間
引
き
・
支
柱
立
て

発
芽
後
、
本
葉
が
二

i
-
―
一
枚
の
頃
に
間

引
き
を
し
て
、
一
株
二
本
立
ち
に
し
ま
す
。

ツ
ル
あ
り
種
の
場
合
は
、
間
引
き
後
に
二

2m
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
支
柱
を
立
て
、
ツ
ル

を
誘
引
し
て
や
り
ま
す
。

追

肥

肥
沃
な
畑
で
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、

葉
色
が
淡
く
、
生
育
が
悪
い
よ
う
な
ら
、
間

引
き
の
と
き
に
一
a
当
た
り
二
認
ぐ
ら
い

の
化
成
肥
料
を
、
株
元
か
ら
十
五
ー
ニ
十

cm
離
れ
た
と
こ
ろ
に
バ
ラ
ま
き
、
中
耕
し

な
が
ら
や
や
う
ね
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

病
害
虫
対
策

病
気
で
は
タ
ン
ソ
病
、
ウ
イ
ル
ス
病
、
サ

ビ
病
な
ど
に
注
意
し
ま
す
。

害
虫
で
は
ア
ブ
ラ
ム

シ
や
ハ
ダ
ニ
な
ど

が
発
生
す
る
の
で
、
早
め
に
薬
剤
散
布
し

て
お
き
ま
す
。
特
に
ハ
ダ
ニ
類
は
小
さ
く

て
気
が
つ
き
に
く
い
の
で
す
が
、
手
遅
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

収

穫
収
穫
は
、
種
子
の
部
分
が
ふ
く
ら
ま
な

い
う
ち
に
若
ど
り
を
心
が
け
ま
す
。
長
く

つ
け
す
ぎ
る
と
品
質
が
悪
く
な
り
、
草
勢

が
弱
っ
て
収
量
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

＿

水

稲

―

水
稲
稚
苗
の
育
苗
管
理

（
段
積
み
↓
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
に
よ
る
育

苗
管
理
）

一
、
播
種

種
も
み
は
選
種
・
種
子
消
毒
を
徹
底
し
、

わ
ず
か
に
芽
を
切
る
程
度
（
ハ
ト
胸
）
に
催

芽
し
ま
し
ょ
う
。

播
種
量
は
一
箱
あ
た
り
催
芽
も
み
一
八

0
ー
ニ

0
0
gま
で
が
適
当
で
こ
れ
よ
り

播
種
量
が
多
く
な
る
と
苗
質
が
低
下
し
て

き
ま
す
。

二
、
育
苗
管
理

播
種
後
か
ら
出
芽
期
に
か
け
て
の
適
温

は
昼
夜
と
も
一
＿
＿
〇
i
-
―
-
三
℃
の
範
囲
で
あ

り
、
こ
の
温
度
で
管
理
す
る
と
二

i
-
＝
日

で
出
芽
し
て
き
ま
す
。
出
芽
後
、
シ
ル
バ
ー

ポ
リ
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
の
緑
化
に
移
り
ま

す
が
、
急
激
に
強
い
光
に
あ
て
る
と
白
化

現
象
（
葉
に
白
い
し
ま
模
様
が
で
き
る
）

を
生
じ
る
の
で
作
業
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

緑
化
期
の
温
度
は
昼
間
二

0
ー
ニ
五
℃
、

夜
間
十
五
ー
ニ

0
℃
と
し
て
管
理
し
ま
し
ょ

゜
二つ

緑
化
が
終
わ
る
と
硬
化
作
業
を
行
い
苗

を
丈
夫
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

硬
化
期
の
は
じ
め
は
苗
が
最
も
伸
び
る

時
で
す
か
ら
、
特
に
乾
燥
し
な
い
よ
う
適

正
な
水
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

硬
化
期
の
温
度
は
昼
間
十
五
！
二

0
℃‘

夜
間
一
〇
ー
十
五
℃
と
し
て
除
々
に
外
気

に
慣
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

育
苗
期
問
は
二

0
日
程
度
で
す
が
、
昔

か
ら
苗
半
作
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
稲
作
に

と
っ
て
大
切
な
作
業
の
―
つ
で
す
。
細
か

な
管
理
に
よ
り
健
苗
の
確
保
に
努
め
ま
し
ょ

゜
ろっ

9
果
樹
の
管
理
」

果
樹
の
病
害
虫
予
防

一

、

く

り

①
耕
種
的
防
除

く
り
は
胴
枯
病
や
、
樹
幹
害
虫
に
よ
る

樹
勢
の
衰
弱
枯
死
に
よ
る
老
廃
面
化
、
低

収
園
化
を
招
い
て
い
る
。

今
日
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
実
炭
そ
病

や
虫
栗
等
の
混
入
を
な
く
す
る
た
め
に
は
、

生
産
、
出
荷
時
点
で
病
害
虫
果
を
な
く
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
ら
病
害
虫

の
防
除
は
安
易
に
薬
剤
防
除
に
頼
る
の
み

で
な
く
、
耕
種
的
防
除
体
系
を
徹
底
す
べ

き
で
あ
る
。
間
伐
、
整
枝
せ
ん
定
、
施
肥
管

理
に
よ
っ
て
、
樹
勢
を
適
正
に
し
、
日
当
た

り
を
よ
く
し
、
胴
枯
病
、
実
炭
そ
病
、
ク
リ

タ
マ
バ
チ
等
の
発
生
を
軽
減
す
る
努
力
が
、

安
定
生
産
の
基
本
で
あ
る
。

②
ク
ス
サ
ン
の
防
除

卵
で
取
り
残
し
た
、
ク
ス
サ
ン
が
、
四
月

下
旬
か
ら
「
ふ
化
」
す
る
の
で
幼
虫
が
葉

裏
で
集
合
し
て
、
分
散
す
る
前
に
防
除
す

る
。
補
殺
、
も
し
く
は
部
分
的
に
、
デ
イ
プ

テ
レ
ッ
ク
ス
を
散
布
し
て
防
除
す
る
。

二

、

ゆ

ず

①
そ
う
か
病

四
月
に
発
芽
後
の
防
除
を
行
な
っ
て
い

な
い
国
で
は
、
五
月
下
旬
ー
六
月
上
旬
の

落
花
直
後
に
、
幼
果
発
病
を
防
ぐ
た
め
に
、

メ
ル
ク
デ
ラ
ン
水
和
剤
一
、

0
0
0倍
、
ベ

ン
レ
ー
ト
水
和
剤
二
、

0
0
0倍
で
防
除

す
る
。三

、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

①
花
グ
サ
レ
病

近
年
開
花
期
の
花
グ
サ
レ
病
が
多
発
し
、

結
実
を
悪
く
し
て
い
る
。

一
、
発
生
し
や
す
い
条
件

①
風
当
た
り
の
強
い
国
②
過
繁
茂
で

通
風
や
採
光
の
悪
い
園
③
日
照
時
間
が

少
な
い
園
④
圏
内
湿
度
の
高
い
園
⑤

樹
勢
の
悪
い
圏
等
に
多
い
傾
向
に
あ
る

二
、
花
グ
サ
レ
症

対

策

①
耕
種
的
防
除

ア
、
防
風
対
策
イ
、
排
水
対
策
ウ
、

密
植
図
の
間
伐
エ
、
夏
季
せ
ん
定
、
整
枝

せ
ん
定
の
徹
底
等

②
薬
剤
的
防
除

ア
、
発
芽
期
イ
、
新
梢
伸
長
開
始
期

（
五
糎
前
後
）
ウ
、
奮
裂
開
期
工
、
開
花

栄

2
（月）

12
（木）

、

23
（月）

小
薮
久
下
硯
汗
生

6
（金）

20
（金）

予
子
林
・
大
駄
場

9
（
月
）
勿
（
金
）

正
山
・
中
居
谷

10
（火）

25
（水）

岩
谷
•
月
野
尾

1
6（
月
）30（
月
）

中

津

・

小

倉

18
（水）

大

谷
・
肱

5
月
L
Pガ
ス

配
達
予
定
日

5
月
13
日
（
金
）
小
薮
・
岩
谷
方
面

5
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
方
面

5
月
醤
油
配
達
予
定
日

5
月
2
日
（
月
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
6
日
（
金
）
大
谷
方
面

5
月
7
日
（
土
）
岩
谷
方
面

5
月
10
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

5
月
11
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

5
月
12
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
1
7
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
18
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
19
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
24
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
薮
方
面

5
月
25
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面

5
月
26
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
31
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

期
（
一
分
咲
き
）
に
ア
グ
リ
マ
イ
シ
ン
水
和

剤
一
、

0
0
0倍
の
防
除
で
、
花
グ
サ
レ
症

を
な
く
し
て
生
産
安
定
を
図
る
。
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◎
重
点
施
策

0

施
設
の
充
実

み
ん
な
で
考
え
、
参
加
し
よ
う
／
．

も
国
沙
な
ふ
る
台
と
づ
<
り

昭
和
六
十
三
年
度
公
民
館
活
動

ヽ

9

9

9

9

9

9

ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

一
新
し
い
年
度
に
入
り
ま
し
た
。
肱
川
町
で
は
一
番
よ
い
、
花
の
季
節
を
迎
ス
ま
ー

~
し
た
。

＿
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
の
方
閃
ま
で
が
、
自
由
に
集
い
、
自
由
一

ー
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
情
報
や
、
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
意
識
の
面
、
一

一
心
の
面
か
ら
風
お
こ
し
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

一
町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
伺
ら
か
の
形
で
公
民
館
活
動
に
参
加
し
て
、
自
ら
が
楽
一

ー
し
み
な
が
ら
学
習
し
、
ふ
る
さ
と
を
考
え
つ
づ
け
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い
け
る
一

ー
よ
う
、
手
助
け
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
基
本
的
な
ね
ら
い

町
民
の
み
な
さ
ん
の
学
習
の
手
助
け

を
す
る
中
核
的
な
施
設
と
し
て
、
．
“
い

つ
で
も
”
“
ど
こ
で
も
”
“
だ
れ
と
で

も
”
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
公
民
館

運
営
に
努
め
ま
す
。

次
の
五
点
を
柱
と
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

0

や
さ
し
い
心
の
か
よ
い
合
つ
ふ
る
さ

と
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
暖
か
い
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
す
す

め
る
。

0

町
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
め
る
。

0

地
域
に
根
ざ
し
た
豊
か
な
文
化
を
育

く
む
。

0

み
ん
な
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
努
め
る
。

0

お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る

い
町
づ
く
り
に
努
め
る
。

み
ん
な
の
集
い
の
場
（
茶
の
間
）
と

し
て
、
又
、
新
し
い
情
報
の
セ
ン
タ
ー

と
し
て
施
設
設
備
の
充
実
を
は
か
り
ま

す。
・
社
会
教
育
情
報
の
提
供

・
教
材
ビ
デ
オ
、
そ
の
他
の
確
保

0

乳
幼
児
家
庭
教
育

妊
婦
の
時
か
ら
の
子
育
て
の
考
え
方
、

幼
児
期
で
の
子
育
て
、
明
る
い
家
庭
づ

く
り
な
ど
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

•
明
日
の
親
の
た
め
の
学
習
会

・
父
母
の
教
室

・
家
庭
教
育
学
級

・
親
業
講
座

0

青
年
の
学
習

あ
す
の
肱
川
を
担
う
実
践
力
を
育
て

い
く
た
め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

会習

て

学
画
し
て
い
き
ま
す
。

の親
•
青
春
サ
ー
ク
ル

・
リ
ー
ダ
ー
養
成

の日明
・
青
年
団
体
の
育
成

0

成
人
の
学
習

内
外
の
社
会
情
勢
に
目
を
向
け
、
新

〇
読
書
活
動

ニ
・
三
才
児
か
ら
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
へ
と
学
年
を
お
っ
て
の
読
み
聞

か
せ
活
動
。
さ
ら
に
各
地
区
・
企
業
等

へ
の
配
本
活
動
。
読
書
グ
ル
ー
プ
の
育

成
、
読
書
相
談
な
ど
幅
広
い
読
書
活
動

を
進
め
ま
す
。

0

少
年
教
育

少
年
団
体
活
動
等
を
通
し
て
、
自
主

性
や
協
調
性
を
高
め
、
た
く
ま
し
い

「
肱
川
っ
子
」
を
育
て
ま
す
。

又
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
育
て
る
活
動

を
進
め
ま
す
。

・
わ
ん
ば
く
学
級

・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
レ｝
 

・
少
年
団
体
の
育
成

し
い
発
想
に
よ
る
村
お
こ
し
の
ム
ー
ド

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

•
P
T
A

活
動
と
の
連
帯

•
愛
護
班
活
動
の
推
進

•
生
産
面
を
考
え
て
い
く
学
習

〇
婦
人
の
学
習

地
域
婦
人
と
し
て
、
地
域
の
連
帯
感

づ
く
り
や
健
全
な
家
庭
づ
く
り
な
ど
積

極
的
に
参
加
し
実
践
す
る
婦
人
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

・
婦
人
会
の
育
成

・
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

・
地
区
婦
人
学
級

0

高
齢
者
の
学
習

健
康
で
毎
日
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

生
活
し
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、

又
、
老
人
ク
ラ
プ
活
動
等
の
指
導
者
を

り
養
成
し
て
い
き
ま
す
。

ぐめ

．

お

四

国

学

習

国

・

老

人

大

学

文
・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

級学＜
 

ぱんわ

0
同
和
問
題
学
習

幼
児
・
児
童
•
生
徒
・
各
職
域
な
ど
、

各
層
の
教
育
体
制
を
整
え
な
が
ら
、
同

和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い
の

札所の由来を学習…

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
学
習
を
進
め
ま
す
。

・
子
供
会
活
動
の
充
実

・
同
和
教
育
講
座

・
常
時
啓
発
活
動

0

視
聴
覚
を
活
用
す
る
学
習

・
地
域
文
化
や
文
化
財
の
映
像
を
通

し
た
保
存

・
放
送
、
映
画
の
活
用
と
教
材
確
保

0

文
化
活
動

心
の
豊
か
な
、
う
る
お
い
の
あ
る
文

化
の
町
を
め
ざ
し
て
、
み
ん
な
の
心
を

つ
な
ぐ
活
動
を
進
め
ま
す
。

・
英
会
話
教
室
の
開
設

・
公
民
館
文
化
講
座
の
実
施

・
文
化
グ
ル
ー
プ
及
び
文
化
協
会
の

育
成

0

文
化
財
の
保
護
と
活
用

・
有
形
・
無
形
文
化
財
の
保
存

・
文
化
財
資
料
の
調
査
活
動

・
歴
史
民
俗
資
料
館
と
の
連
携

0

広
報
、
展
示
活
動

．

社
会
教
育
や
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
進
め
ま
す
。

・
広
報
肱
川
、
公
民
館
ペ
ー
ジ
の
充

実

婦人会の同和問題学習
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•

各
文
化
グ
ル
ー
プ

、

学
習
講
座
の

成
果
発
表

・
社
会
教
育
資
料
の
展
示

社
会
体
育
の
推
進

健
康
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
の
た
め
積
極
的
に
参
加
す
る
活
動

を
進
め
ま
す
。

•

各
種
大
会
の
開
催

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

・
健
康
づ
く
り
調
査
と
啓
発

0

生
活
運
動
の
推
進

“
見
栄
を
捨
て
、
心
豊
か
な
ふ
る
さ

と
づ
く
り
”
を
合
言
葉
に
生
活
改
善
運

動
を
進
め
ま
す
。

・
公
民
館
結
婚
式
の
推
進

•

お
見
舞
返
し
、
香
典
返
し
の
廃

止
運
動

•

物
を
大
切
に
す
る
運
動

・
会
議
中
の
禁
煙
運
動

•

あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

0

町
内
諸
団
体
と
の
連
携

町
内
の
各
機
関
、
団
体
と
の
連
携
を

深
め
、
地
域
や
生
活
課
題
を
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

0

分
館
活
動
の
推
進

各
分
館
で
は
、
特
に
地
域
の
み
な
さ

ん
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
の
連

帯
感
を
強
め
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
自
発
的
な

動
き
か
ら
公
民
館
活
動
は
高
ま
っ
て
い

き
ま
す
。
意
欲
を
持
っ
て
参
加
し
て
み

て
下
さ
い
。

私

の

決

意

r
 

.

.

 

、

今
問
題
と
な
っ
て
る
「
部
落
差
別
」

に
つ
い
て
は
、
学
校
で
い
ろ
い
ろ
と
話

し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
差
別
が
お

こ
っ
た
原
因
は
、
徳
川
幕
府
が
江
戸
時

代
に
つ
く
っ
た
身
分
制
度
に
あ
り
ま
す
、

士
農
工
商
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
下

に
「
え
た

・
ひ
に
ん
」
と
い
う
身
分
を

つ
く
り
ま
し
た
。
身
分
差
別
の
厳
し
さ

は
、
私
に
は
と
て
も
想
像
で
き
な
い
ほ

ど
で
す
。
例
え
ば
、
職
業

・
住
居
も
制

限
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
里
か
ら
離
れ
た

住
み
に
く
い
所
に
、
ひ
っ
そ
り
と
身
を

縮
め
て
、
し
か
も
不
安
定
な
生
活
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
結
婚
す
ら
も
自
由
に
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
間
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
ひ

ど
い
こ
と
を
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
年
生
の
時
に
、
学
校
で
「
結
婚
」
と

い
う
映
画
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
ま
り
か
け
て
い
た
結
婚
が
、
相
手

が
部
落
出
身
者
と
わ
か
り
両
親
が
反
対

す
る
の
で
す
。
こ
れ
を
見
た
時
、
私
は

全
く
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
に
家
が
ら
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
そ
う
い
う
の
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

家
が
ら
っ
て
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
は
江
戸
時
代
で
は
な
い
の
で
す
。
日

本
人
は
、
い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
く
だ
ら

な
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

; ―-- ~ ｀ 
＇ 
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＇ 
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ぅ
カ今

日
も
な
お
、
部
落
差
別
は
残
っ
て

い
ま
す
。
あ
る
程
度
は
良
く
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
で
も
、
今
だ
に

こ
の
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
は
、
一

人
一
人
が
軽
い
気
持
ち
で
考
え
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
人

一
人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
欲

し
い
も
の
で
す
。
差
別
と
い
う
も
の
が

ど
ん
な
に
つ
ら
く
、
悲
し
い
も
の
で
あ

る
の
か
、
差
別
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
わ
か
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は

そ
う
は
考
え
ま
せ
ん
。
人
間
は
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
差
別
さ
れ
て
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
る
人
は
誰
も
い
な
い
で

し
ょ
う
。
差
別
は
相
手
の
人
の
命
を
奪

う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
の
中

で
差
別
ほ
ど
残
酷
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
は
差
別
を
さ
れ
る
苦
し
み

が
わ
か
り
ま
す
か
。

私
の
父
は
、
役
場
で
同
和
教
育
関
係

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
出
張
す
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
父
の
表
情
を
見

て
、
疲
れ
て
い
る
な
と
感
じ
る
こ
と
が

1
1

肱
中
生
人
権
作
文
よ
り
1
1

こ
ん
な
に
成
長
し
ま
し
た
②

心

を

耕

す

仕

事

を

あ
り
ま
す
。
で
も
、

一
生
懸
命
に
な
っ

て
働
い
て
い
る
姿
、
真
剣
に
同
和
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
父
の
姿
が
好
き
で

す
。
私
も
父
親
に
負
け
な
い
く
ら
い
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
「
自
分
だ
け
の
幸
せ
を
考

え
る
。
」
そ
ん
な
人
間
に
は
な
り
た
＜

あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
日
本
人
で
す
。
日

本
人
が
、
日
本
人
全
体
の
幸
せ
を
考
え

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
し
」

と
か
。
ま
ず
、
私
自
身
が
そ
ん
な
差
別

は
決
し
て
し
な
い
人
間
に
な
る
よ
う
、

今
後
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り

勉
強
し
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
み
ん
な
で
部
落

四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

大
本
教
育
長
が
兼
務
し
て
お
り
ま
し

た
社
会
教
育
課
長
に
前
税
務
課
長
補

佐
の
安
川
武
志
氏
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
公
民
館
長
補
佐
、

歴
史
民
俗
資
料
館
長
補
佐
も
兼
務
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

“
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
教
育
”

と
言
う
の
は
や
さ
し
い
で
す
が
、
い

ざ
貝
体
的
に
ど
う
取
り
組
み
、
ど
う

進
め
る
か
は
と
て
も
む
つ
か
し
い
こ

と
で
す
。

少
し
で
も
町
を
良
く
し
よ
う
、
地

域
を
良
く
し
よ
う
、
自
分
自
身
も
心

豊
か
に
生
き
よ
う
、
こ
う
言
っ
た
こ

と
に
反
対
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

地
域
の
中
で
自
分
が
で
き
る
役
割

は
な
ん
だ
ろ
う
か
？
。
と
い
っ
た
こ

と
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
公
民
館
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
か
け

て
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 ;--- - —--· ; ， 

i安川課長 l
'------------------------------

差
別
に
怒
り
を
持
ち
、
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
て
、
差
別
の
な
い
私
達
の
時

代
に
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
せ
ん
か
。

子
ど
も
達
は
、
肱
川
中
学
校
で
同
和

教
育
年
間
指
導
計
画
に
添
っ
て
学
翌
を

重
ね
、
い
ま
、
こ
の
よ
う
に
成
長
し
ま

し
た
。私

達
は
、
肱
川
の
子
ど
も
達
が
培
っ

た
正
し
い
同
和
教
育
観
を
家
庭
で
、
あ

る
い
は
地
域
社
会
の
中
で
く
つ
が
え
さ

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
誤
っ
た
同
和
教
育
観
は
次
の

世
代
に
甲
し
送
ら
な
い
よ
う
、
私
達
の

代
で
き
っ
ぱ
り
と
立
ち
切
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
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：教諭森岡修一；
: （河辺小から） ： 
----------------------

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
り
｀
っ
ば

な
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
四
月
五
日
に
落

成
式
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
の
す
ば
ら
し

い
学
校
で
す
。

明
治
八
年
の
開
校
以
来
の
歴
史
と
伝

統
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
中
野
教
育
を

展
望
し
、
そ
の
確
か
な
計
画
に
余
念
の

な
い
昨
今
で
す
。

不
敏
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

温
か
い
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
二
年
ぶ
り
に
肱
川
町

に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
で
す
の
で
、
ご
父
兄
の
方
々
に
は

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
多

｛校長久保義幸i
： （岩谷小から） ： 

—•--------- --- --------

0

中
野
小
学
校

国
甜

肱
川
町
の
皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。
私

は
、
今
年
卒
業
し
た
ば
か
り
の
教
師
一

年
生
で
す
。

．

こ
の
自
然
豊
か
な
肱
川
町
の
学
校
で
、

私
の
新
し
い
第
一
歩
が
始
ま
る
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
教
え
ら
れ
て
い
た
立
場
か
ら
教
え
る

立
場
に
な
り
、
本
当
に
戸
惑
う
こ
と
ば

か
り
で
す
。
未
熟
者
で
す
が
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。
こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
中
野
小
学

校
で
勤
務
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

i教諭笹山早苗；
（大砂軋粟津小から）：
------------ -- ---- ----- ~ 

：教諭露□直美：
（新採）

-------------------る--

転
入
さ
れ
た
先
生

新
し
い
年
度
に
入
り
、
各
小
・
中
学
校
で
先
生
方
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
転
入
さ
れ
た
先
生
方
し
か
載
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
転
出
さ
れ
た

先
生
方
、
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

転
入
し
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
、
肱
川
町
の
子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、

に
も
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り

く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
な
り
に

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）

,・・--.  

i教諭渡部久美
： （新採） ： 
----------------------

0

正
山
小
学
校

肱
川
町
へ
勤
務
す
る
の
は
初
め
て
で

す
の
で
右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
新

一
年
生
の
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
に

は
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

と
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。
見
知
ら
ぬ
土
地
で
の
教
師
と
し
て
の

第
一
歩
。
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
不
安
な

こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
一
日
も
早
く
こ

の
土
地
に
慣
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
肱
川

が
「
心
の
故
郷
」
と
胸
を
は
っ
て
言
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、_ i

：主査宮下保則：
（内子立川小から）；
-----------------------" 

す
ば
ら
し
く
新
築
さ
れ
た
校
舎
と
、

充
実
し
た
施
設
設
備
に
、
毎
日
感
激
し

た
り
、
身
の
引
き
し
ま
る
思
い
が
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
―
二
二
名
の
児
童
が

毎
日
健
康
で
安
全
な
学
校
生
活
が
で
き

る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

肱
川
町
は
、
昭
和
―
―
―
十
五
年
に
初
め

て
先
生
に
な
り
、
岩
谷
小
・
中
津
小
の

六
年
間
、
お
世
話
に
な
っ
た
思
い
出
の

土
地
で
す
。
こ
の
た
び
、
大
谷
小
で
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

初
心
に
か
え
り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
力
い
っ
ば
い
が
ん
ば
り
ま
す
。
ど
う

か
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い

し
ま
す
。

i教頭井内功！
k新任長浜小から）；

こ
の
度
の
異
動
で
長
浜
中
学
校
か
ら

転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
中
学
校
か

ら
小
学
校
へ
、
ま
た
海
岸
よ
り
山
へ
の

変
化
で
す
が
、
幸
い
肱
川
の
各
地
に
も

美
し
い
自
然
が
あ
り
ま
し
た
。
一
日
も

早
く
地
域
に
な
れ
、
保
護
者
の
皆
様
と

と
も
に
、
大
谷
の
宝
で
あ
る
子
供
の
教

育
に
全
職
員
一
丸
と
な
り
全
力
で
あ
た

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0

大
谷
小
学
校

i校長徳永満男；
ぽ財壬長浜中から）；
~ ● - - - - ・・ - - - - - - - - - ・・ ·~ ·~ • - - - → 

十
九
年
前
に
中
野
幼
稚
図
で
、
お
世

話
に
な
っ
て
以
来
今
日
ま
で
、
肱
川
町

か
ら
離
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
日
か

ら
教
師
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
教
師
一
年
生

で
す
の
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
事
に

対
し
て
も
、
体
当
た
り
で
経
験
を
積
む

こ
と
か
ら
始
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
．

す
。
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
の
こ
の
士

地
で
、
心
身
共
に
鍛
え
、
児
童
、
地
域

の
為
、
一
生
懸
命
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
下
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
新
採
と
し
て
、
大
谷
小
学

校
の
養
護
教
論
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
地
元
の
町
で
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
供
た
ち
と
と
も
に
学
べ
る
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、
新

し
い
出
会
い
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
未
熟
な
私
で
す
が
、
先
輩
の

先
生
方
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
助
け
て

頂
き
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

！養教山内美保i
： （新採） ： 
----------------------

i教諭岩本数明i
： （新採） ： 
~- -- ------- -- --- ------ -~ 
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新
規
採
用
職
員
と
し
て
岩
谷
小
学
校

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出

身
は
東
宇
和
郡
宇
和
町
で
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
鹿
野
川
の
桜

を
見
に
来
て
い
た
の
で
す
が
、
毎
日
き

れ
い
な
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

明
る
＜
元
気
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
指
導

馨

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

、"
；教諭井上あゆみ i
： （新採） ： 
~------------------ ----~ 

「
山
紫
に
し
て
、
水
明
ら
か
、

花
、
地
に
溢
れ
、
鮎
流
れ
に
踊
る
。
」

二
十
数
年
前
、
肱
川
の
地
を
離
れ
る
に

あ
た
り
、
挨
拶
状
に
こ
う
し
た
た
め
た
。

あ
の
時
と
装
い
は
多
少
異
な
れ
ど
、
そ

の
想
い
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

再
度
の
御
奉
公
に
、
心
と
き
め
く
の

は
、
た
だ
の
懐
か
し
さ
だ
け
で
あ
ろ
う

か
。
折
返
し
点
を
は
る
か
に
通
り
過
ぎ

た
生
命
を
燃
焼
し
尽
く
そ
う
と
考
え
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

1

 

晋
り
-

ヵ一
＼
 

―
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岡
炭

●

米

環一

~

頭
洲
—ヽ

咽
，`，
｝

0

肱
川
中
学
校

ふ
る
さ
と
を
他
所
か
ら
眺
め
て
―
―
-
+

年
。
こ
の
度
、
ふ
る
さ
と
に
尽
く
す
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
教
育
の
面
で
肱
川
町
の
町

づ
く
り
人
づ
く
り
に
協
力
で
き
る
こ
と

に
無
情
の
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

四
十
人
学
級
の
実
現
は
、
教
育
界
の

急
務
で
す
。
岩
谷
小
職
員
一
人
当
た
り

の
児
童
数
は
四
人
で
す
。
私
は
十
倍
の

教
育
を
施
す
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
異
動
で
、
五
十
崎
町
立

天
神
小
学
校
よ
り
、
予
子
林
小
学
校
に

転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

予
子
林
小
は
、
全
校
児
童
―
―
-
+
＝
―
名

の
小
規
模
で
、
前
任
校
と
は
少
々
勝
手

が
違
い
ま
す
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
目

を
向
け
た
個
性
豊
か
な
教
育
が
で
き
る

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
早
く
子
ど

も
た
ち
、
地
域
の
人
た
ち
と
親
し
く
な

り
、
こ
の
落
ち
着
い
た
予
子
林
で
が
ん

ば
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

,---------------------------------------------------—, 
あいさつは、心と心の潤滑油です。 ＇ 

家庭で、親子、兄弟が …•• : 

学校で、先生、子供達が …・・ : 

地域で、おじ いち ゃん、おばあちゃん ！

おじさん、おばさん ： 
おにいさん、おねえさん ； 

子供達同士で ＇ 
.... .. 

：声 をかけ合い、日本一礼儀正しい町に：

！しよう
'----------------------------------------------------' 

桜
の
花
の
咲
き
匂
う
こ
の
肱
川
町
へ

縁
あ
っ
て
こ
の
た
び
肱
川
中
学
校
へ
新

規
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
土
地
で

の
新
し
い
生
活
、
不
安
と
同
時
に
期
待

も
大
き
く
、
教
員
と
し
て
の
第
一
歩
が

緑
豊
か
な
こ
の
町
か
ら
始
ま
る
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
町

民
の
皆
様
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
御
指
導
下
さ
い
。

．．  

成長宮武斉 i
; （新任長浜白滝小から） ； 
~----------------------~ 

i教諭水本久美子i
; （五十崎天神小から）：
~----------------------~ 

i教諭宮岡智子 i
（新採） ： 

----------------------

0

岩
谷
小
学
校

0

予
子
林
小
学
校

い
る
。
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i
 

i

原
稿
の
依
頼
が
来
た
。
背
中
を
僕
食
べ
よ
る
け
ん
ど
ガ
ン
に
な
ら
ヘ
一

一
か
く
か
恥
を
か
く
か

「
か
く
」
こ
と
ん
よ
。
大
丈
夫
よ
」
主
人
「
お
前
、

ig
 

6
 

一
に
縁
の
な
か
っ
た
私
に
は
“
ハ
タ
”
あ
れ
は
牛
が
食
べ
た
ら
死
ぬ
ん
ぞ
よ
」

gi
 

一

と

困

っ

た

。

私

は

頭

の

中

で

ウ

ー

ン

と

唸

っ

た

。

i

i

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
振
回
転
さ
せ
以
前
、
ワ
ラ
ビ
の
頭
の
毛
に
発
ガ
ン

i

一
て
み
て
も
な
か
な
か
、
よ
い
案
が
う
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
と
か
聞
い
it

 

て
い
た
の
で
、
そ
れ
で
受
け
つ
け
な
5e

 

一
か
ば
な
い
の
だ
。

そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
た
が
、
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。
と
こ
～

．
 

g
 

一
あ
る
日
、
あ
る
晩
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ろ
が
牛
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
知
ら
な
i

．
 

一

出

来

事

を

「

田

辺

聖

い

人

は

知

ら

な

い

だ

ろ

i

～
 

う
が
、
ワ
ラ
ビ
シ
ダ
は
i

>ct[[
C
>>

一
月
の
頃
、
山
採
も
い

）

子

り

小

さ

い

主

人

が

そ

の

一

[
ろ
い
ろ
と
芽
を
吹
き

6

iた
し
た
。
こ
の
話
に

8

ゞ
r
、
隆
心
配
を
す
る
の
も
無
理
•

一
登
場
す
る
の
は
、
そ

(

E

E

か
ら
ぬ
こ
と
か
も
知
れ
一

一

れ

ら

の

内

の

「

ワ

ラ

ト

」

な

い

。

だ
け
ど
だ
け
ど
、
私

i

i

ビ
」
で
あ
る
。
我
が

n
;
栄
だ
っ
て
み
ん
な
だ
っ
て
、
一

,＇ 

一
家
の
主
人
は
、
ワ
ラ

こ
ん
な
に
元
気
に
ワ
ラ
i

旦
〗/
.0わ
共
ヒ
を
食
へ
て
育
っ
て
い
＂

少
な
く
と
も
私
は
、
ダ
皆
さ
ん
！
こ
れ
を
読
ん
で
ワ
ラ
ビ

5

一
ン
ナ
様
が
ワ
ラ
ビ
を
口
に
す
る
の
を
を
食
べ
る
の
を
や
め
た
り
し
な
い
で

i

[
見
た
こ
と
が
な
い
。
昨
日
、
初
物
の
下
さ
い
。

一
主
婦
と
し
て
、
そ
れ
で

i

一
ヮ
ラ
ビ
を
煮
付
け
、
弁
当
の
隅
に
少
は
貴
重
な
惣
菜
の
一
品
が
食
卓
か
ら
一

一

し

入

れ

て

お

い

た

。

減

る

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

ワ

ラ

ビ

i

一
そ
し
て
書
き
だ
し
の

「
あ
る
晩
」
は
と
っ
て
も
お
い
し
い
の
で
す
。
あ

一

一

に

な

る

。

る

晩

の

オ

モ
シ
ロ
イ
出
来
事
で
し
た
。
i

一

私

「
ワ
ラ
ビ
食
べ
た
？
」
主
人
因
に
主
人
の
干
支
は
、
牛
で
す
。
一

一

「
い
や
食
べ
ん
」
長
男
「
お
父
さ
ん
‘

次
は
大
谷
の
大
塚
弘
f
苧
え
に
お
卯
い
し
手
。
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5月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

1日
紐佐々（（木大耳整内洲葬形外市子団科僻中ク町・・ リ・村・~ l~ ニ医）） ッ院ク

24-2510 
--------------------------

（日） 43---{)101 

3 日 石曽村~（（・ ~ 大~▼整~内根洲形子師外若医科町宮医・） ） ・ ~ 院院~ • 23-5767 

（火） 44-2801 

4日
大芳（（洲我大内洲記外市子科念徳町医医森） ） 院院

25-2022 

（水） 44-2560 

5 日 •堀•郷（（緒大内洲川小市児子西医科大町洲・医・・ ・ ） ） 院院
24-3936 

（木） 43-0555 

8 日 ~ ~ 村宝~ ~ ((~ ~ 大内洲来上~．~市~ ~ ~ 子常医医~盤~町~ ~ ~ ~ 町~ ~ ~ ~ ~ ） ） ~ 院院~ ~ ~ ~ ~ ~ 24-2346 

（日） 44-2248 

15日 小久．~ ~ ~ ((~ ~ 大~内~保~川~洲~ ~ ~ ~ ~ 市子~新~医医~ 町谷~~ ~ ） ） ~ ~ 院院~ ~ ~ ~ ~ ~ 25-0158 

（日） 44-2815 

22日 肱古~ ~ ~ ~ ~ （（ 大~~ 内~川~)~ 洲II~ 子市~ ~ 管医医町田~ ~ ~ ~ ~ ） ） 院院~ ~ ~ ~ ~ 25-2915 
................. 

（日） 44-2407 

29日 三町（（大内洲瀬田市子八医医多町~ ・ 喜~ ~ ） ） 院院
26-0003 

（日） 43-0211 

※変更になる場合がありますので前もって

連絡してからお出かけ下さい

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月 ♦ 火 大洲市立病院 24-2151 （大洲市大洲）

水 加 戸 病 院 24-5101 （大洲市若宮）

木”～,~~ 日 大洲中央病院 24-4551 （大洲市東大洲）

月 乳 ［ ［ 日19 11 
日 日 日 日

程（木） （水） （月） 倹）

正 嘉 Uj 共 中 組〖

貧館i 
場

山 .t成 オ追 栄 i幸 集
集 集 集 集 集

会会 会 会 会 会
戸斤 戸斤 戸斤 戸斤 戸斤 戸斤 所

打午月̀I’ J 贔 午月̀IJ ” 

｀ 
午月̀IJ ‘ I贔 ！雷 時

！認 I BぶI醤I Bぶ且蒻
贔時l 時11時10 

翌 且 此 且 時330 雰 翌 間

⑥
成
人
病
検
診

一午後ー時

12時
5月25日困一保建センター

> 日

日
程（月）

旦 i ， 
篇I 開［ 羞宇和/I I 縫洲製大

場

ン
夕

所I 

時3I 時贔2 9し：
I贔 I孟

時i時孟9 
時

時11時11 時10時10 

雰 翌 翌 翌 間

日

程

一
場

所

受
付
時
間

⑥
乳
児
相
談

⑥
肺
が
ん
検
診

午

前

10
時

1
1
1
時
30
分

午
後

1
時

1

2
時
30
分

▽
検
診
料
金

一

般

（

読

影

）

一

0
0円

精
密
（
咳
た
ん
検
査
）
五

0
0円

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

▽
収
集
日

▽
日
時

4
月

28
日
困

午
前

9
時
1
1
1
時

30分

午
後

0
時

30
分

1
3
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

※
多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑥

5
月
の
不
燃
物
収
集

5
月

16
日
向
（
出
す
の

は

5
月

15
日
中
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
肱
栄

小
薮

・
大
和
・
中
野
（
篠
谷
を
除

く
）
・
鹿
野
川

・
大
谷
地
区

⑥
不
用
犬
回
収
日

⑥

献

血

5
月
18
日

困

一
大
谷
公
民
館

午
後

2
時

臼。
C
I四

5
月
20
日

②

羽
座
谷
集
会
所

中
居
谷
集
会
所

5
月
13
日

②

一
肱
栄
集
会
所

一午

前

10
時
1

日

程

場

所

時

間

▽
日
時

5
月
17
日
因

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

役

場

※
卯
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。｀

 

（
申
込
先
）

大
洲
市
新
谷

昧
大
喜
水
質
管
理
セ
ン
タ
ー

電
話

25
|
2
0ー

2

国
．■:
璽
玉
璽

＠
行
政
相
談

5月5日②

午後1時30分14時30分

▽場所肱川町公民館
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大
本

四
月
は
転
勤
・
進
学
な
ど
で
転
居

さ
れ
る
方
が
多
い
時
期
で
す
。
大
切

な
郵
便
物
を
転
居
先
へ
お
届
け
す
る

た
め
、
郵
便
局
へ
も
転
居
届
を
お
出

し
く
だ
さ
い
。
（
近
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ポ
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入
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い
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結
構
で
す
。
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居
届
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ど
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あ
り
ま
す
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